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　初恋の人だった。

　一目で心を奪われた。

　彼は隣国の王子で、八つ年上の兄と同い年の幼なじみ。わたしが彼に出会ったのは六歳のその日が初めてだった。いつもは兄のほうが彼の国へ遊びに行っていたから。兄の十五歳の誕生日を祝うため、彼は初めてわたしたちの城を訪れた。

　立派な体格の黒葦毛くろあしげの馬を見事に乗りこなして、彼は馬場の柵の前でぴたりと止まった。

　艶やかな漆黒の髪をわずかに乱し、健康そうな肌色を上気させてにっこりと笑う。わたしは召使に持ってこさせた台の上に立っていたので、鞍に座る彼と目線はほとんど変わらない。

「やぁ、初めまして。きみがアザレー姫だね？」

　晴れ渡る青空のような瞳がわたしを見ていた。吸い込まれそうな蒼あおい瞳──。

　次の瞬間、わたしは叫んでいた。

「あなたのお嫁さんにして！」

　綺麗な蒼い瞳がまんまるに見開かれる。

　彼と並んで馬を止めた兄が弾けるように爆笑し始めたのも、懸命に彼を見つめるわたしの耳には届かなかった。



　願いどおり、わたしは彼の許嫁になった。

　だけど、彼の元へ嫁ぐことはなく──。

　婚約からたったの二年後。彼の国で政変が起こり、両親ともども殺されてしまったから。

　王位を奪ったのは国王の異母兄。彼の伯父だった。



　政変から五年後。帝国軍が侵攻して彼の母国を呑み込んだ。

　今はもう、その国は、ない。





	
			第一章

　アザレーは必死に逃げていた。

　馬を急かし、森の中を全速力で駆け抜ける。密集した木立が視界を遮り、すでに方向もわからない。

　顔にかかる桃金色ピンクゴールドの髪を乱暴に払いのける。

（ああっ、もう！　どうしてこんなことに……！）

　下ばかり見ていて、ならず者どもに気付くのが遅れた。

（仕方ないわ、落とし物を探していたんだもの）

　そのせいで、気付いたときには流れ者の盗賊どもに取り囲まれてしまっていた。ふと、やけに赤いものが視界に映り込み、なんだろうと顔を上げると、にんじんみたいな赤毛の髭もじゃ男が切り株に座って干し肉にナイフを入れていた。その手前に、ずらずらと人相の悪い荒くれ男がたむろして、刃物の手入れをしたり、革袋からワインをがぶ飲みしている。

　ぎらりと男どもの目が光る。獲物を見つけた密猟者みたいな目付きだ。

　慌てて馬の向きを変え、思いっきり腹を蹴った。しかしすでにアザレーは道を外れ、森の奥深くに入り込んでいた。どこで落としたのかわからなかったので、前日の狩りで通った場所を、記憶を頼りにたどっていたのだ。

（昨日はこんな奴らが入り込んでいる痕跡なんかなかったのにっ……）

　街道沿いを徘徊する追剥おいはぎどもは、国境なんぞお構いなしにどこへでも入り込み、荒し回る。

　兵力不足で警備がずさんになっていることには、以前からうすうす気付いていたのに。対策を怠っていたつけを、こうして我が身で払わされることになってしまった。まったく悔やんでも悔やみきれない。

　背後から、馬蹄の轟きが追いかけてくる。威嚇し、おもしろがる怒鳴り声。耳をふさぎたくなるような言葉を投げつけられる。手綱から手を離すわけにもいかず、代わりにぎりぎりと奥歯を噛みしめた。

　目の前に、湿った窪地が現われた。小川が涸れた跡だ。瞬時に距離を目測し、行ける！　と無我夢中でアザレーは馬を駆り立てた。

「ハイッ」

　掛け声とともに、美しい弧を描いて愛馬が跳躍する。

　背後でならず者どもがわめき散らす声が聞こえた。あそこを飛び越える技量はないらしい。

　アザレーはほくそえんだ。奴らがまごまごしている隙に距離を稼げる。たとえ窪地を渡って追いかけてきても、この木立で姿が見えなくなっていれば諦めるはず。

　急いで城へ戻り、守備隊を呼んでこよう。あんな奴らに城下の森に居座られてはかなわない。さっさと追い出さなくては。

　跳んだときに梢のあいだからちらりと城が覗き、自分の居場所が掴めた。このまま進めば城へ続く道に出られる。ホッとしたアザレーが、背後を確かめようと振り向いた瞬間、上半身を打撃が襲った。

「────ッ!?」

　一瞬息が止まり、深緑の瞳をいっぱいに見開く。何がなんだかわからないまま、アザレーは馬から放り出されていた。

　勢いで何度か回転し、ようやく止まってもしばらくは指一本動かせなかった。目の詰まった厚手のウールのマントがぐるぐると身体に巻きついて身動きできない。

　張り出した木の枝にぶつかったのだ、と気付いたときにはすでに馬は消えていた。勢いのままに走っていったのだろう。

（に、逃げなきゃ……）

　ぐずぐずしていてはならず者どもに追いつかれる。どうにかマントの絡まりを解き、立ち上がろうとしたが、ひどい眩暈めまいでへたり込んでしまった。眩暈に加えて、キーンと耳鳴りまでする。

　不快な耳鳴りのなか、さらにいやな物音が聞こえた。複数の蹄が勢いよく地面を蹴る音だ。口汚く罵る声もする。

（ま、まずい……）

　アザレーは焦って立ち上がった。だが、眩暈がひどくて進むべき方向が定まらない。

「いたぞ！」

　喜々とした胴間声が響く。うろたえたアザレーは木の根に躓き、ばったりと倒れ込んでしまった。起き上がろうともがくも、眩暈はいっそうひどくなるばかり。視界がゆがみ、ぐるぐる回っている。

　諦めるものかと必死に地面を這いずるアザレーに、下馬した盗賊たちがニヤニヤしながら近づいてくる。彼らが発する下劣極まりない囃し声は、さいわいにも渾身の力を振り絞るアザレーの耳には入らなかった。

　代わりに、何か緊迫したやりとりがぼんやりと聞こえ、頭上で金属音が何度か響いたかと思うと、急に辺りが静かになった。

「──おい、大丈夫か？」

　肩を掴まれ、揺すられる。まだ耳鳴りはしていたが、聞こえてきた声には本物の気遣いが感じられた。

　這いつくばったまま目を上げると、膝をついて覗き込んでいる男の顔が見えた。盗賊ではない──らしい。少なくとも、さっき出くわした盗賊のなかにはいなかった。

　こざっぱりとした身なりの若い男で、整った顔立ちをしていることが、まだ揺れている視界でもじゅうぶんにわかる。

「立てるか？」

「む、り……」

「脳震盪のうしんとうだな。馬から落ちたのか？」

　漸ようよう頷くと、男は肩を貸してアザレーを起こし、手近な木の根元に寄り掛からせた。

「しばらくじっとしてろ。盗賊どもは追い払ったから心配するな」

「わ、たしの……馬……は……？」

「近くにはいないようだ」

　溜息をつき、ぐったりと幹にもたれかかる。男が革袋に入った水を飲ませてくれて、しばらく休んでいるとやっと眩暈が収まってきた。アザレーは頭をさすりながら、自分を助けてくれた男を見上げた。

　年頃は二十代の半ばから後半だろうか。うなじを覆うくらいの長さの黒髪で、思慮深く鋭利な瞳は蒼い。背が高く、一見細身だが、シャツの上からでも胸板の厚さが見て取れる。鍛えているのが如実にわかる、しなやかで俊敏そうな体つきだ。

　乗馬用の革長靴ブーツに革手袋、背中に長剣を背負い、腰には飛び道具にもなりそうな短剣が左右に一本ずつ。

　傍らには、賢そうな目をした漆黒の馬が、影のようにおとなしく佇んでいる。鞍の後ろにくくり付けられた振り分け鞄からすると旅人らしい。

「あ……ありがとう……。助かったわ……」

　腕組みをした男は、端正な唇に皮肉っぽい笑みを浮かべた。

「見たところ良家のご令嬢のようだが、供も付けずに一人歩きするなんて不用心じゃないか？」

「この森は安全だもの……。さっきの奴らは流れ者よ。ここを根城にしてるわけじゃない」

「あんなごろつきどもが好き勝手に入り込んでる段階で『安全』とは言えないな。天然の要害にあるのをいいことに、アーダルベルトは国境警備の手を抜いてるんじゃないか？」

「悪かったわね」

　ムッとして睨むと、男はまじまじとアザレーを見つめた。

「……ひょっとして、王家の関係者か？」

「わたしはこの国の王女よ」

　言い返して、ひやりとした。正体もわからない相手に身分を明かすなんて、それこそ不用心だ。でも、盗賊を追い払ってくれたし、身なりもきちんとしているし、美男子だし……。

　いや、美男子は関係ない。

「で、あなたは誰？」

　照れ隠しのようにつっけんどんに尋ねる。男はなぜかますます訝しげな顔になってアザレーを眺めた。

「アーダルベルトの王女は、ひとりしかいないはずだ」

「わたしがそのひとりよ！」

「なら、摂政王女のアザレー姫というのはあんたのことか」

　男は感心したようにじろじろとアザレーを見た。

「ふーん……。なるほどねぇ」

「何がなるほどよ。そんなに意外？」

「ああ、意外だ。……いや、そうでもないかな」

　どっちなのよ!?　とアザレーが睨みつけると、忍び笑っていた男は咳払いをして取り繕った。

「失礼した。まさか王家の姫君が供も連れずにうろついているとは思いも寄らず」

「よく来る場所だし、ちょっと探し物をするだけだから……」

　微笑まれてどぎまぎしてしまい、アザレーは口ごもった。

「探し物？」

「イヤリング。昨日、狩りのときに落としてしまったの」

「もしかして、これか？」

　差し出された革手袋の上には、ルビーをはめ込んだ黄金の耳飾りが載っていた。

「ど、どこにあったの!?」

「道端に落ちてた。何かキラッとするのが見えてな。いい細工だし、路銀の足しになるかと──」

「母の形見なのよ」

　慌ててアザレーはイヤリングを引ったくって赤くなった。

「……お礼はするわ」

「そりゃどうも。しかし、そんな大事なものを狩りのときにするのはどうかと思うぞ」

「験担げんかつぎよ。これを着けてると、いつもいい獲物が獲れるの」

「へぇ。昨日の成果は？」

「大きな鹿を仕留めたわ」

　男はにやりとした。

「本当に効果あるらしいな。そんな大事なものを見つけてやったからには、謝礼も弾んでもらわないと」

　吹っ掛けられるのかと警戒するアザレーに、男は意外なことを言い出した。

「俺を雇ってもらえないか？」

「雇う？」

　面食らって男を見返す。

「剣の腕には自信がある。どこかの領主にでも雇ってもらえないかと、あちこち旅してるんだが、なかなか条件が折り合わなくてな。その点、あんたは一国の王女様だ、そこらの小領主に仕えるよりずっといい」

　どうやら『条件』というのは単なる選り好みのようだが……。

「……あなた騎士なの？」

　とてもそうは見えない。案の定、男はしれっと答えた。

「正式に叙任はされていない」

「どなたかの紹介状をお持ち？」

「ない」

　きっぱり答える男を、アザレーは呆れて見返した。

「悪いけど、紹介状すら持たない人を雇うわけにはいかないわ。いくらわたしが不用心でもね」

「礼はするって言ったじゃないか」

「ちゃんとするわよ。これに見合う路銀を差し上げます。一緒に城へ来て」

「路銀はいい。その代わり、あんたに仕える騎士のなかで一番強い奴と勝負させてくれ。で、俺が勝ったら雇ってもらう」

　アザレーはまじまじと男を見返した。

「……負けたら？」

「おとなしく立ち去るよ。謝礼もいらない。もっとも負けるつもりはないが」

「ずいぶんな自信家ね」

　男はニヤリと不遜な笑みを浮かべた。ふてぶてしいのにどこか憎めない、不思議な魅力をおびた笑顔だ。

「自信はある。あんたにとっても悪い話じゃないと思うぞ？　どうやらアーダルベルトは防衛力に不安がありそうだ。ごろつきが勝手に入り込み、摂政を務める王女が護衛もなしにフラフラ出歩いてるんだからな」

「わ、わたしがひとりで出歩いてるのは関係ないでしょ」

「関係あるさ。あんたが自分の立場もわきまえない能天気な王女様でも、あるいは、ただでさえ人手不足なのだから私用の護衛なんて頼みにくい……と感じているのだとしてもね」

　ぎくっとするアザレーに、男は不敵な笑みを向けた。

「俺のような手練の剣士を雇い入れるのは、無駄にも損にもならないぞ？」

　自分を手練と言い切る男は、本当に実力者なのか、それとも単なる自信過剰の世間知らずか？

　確かめるのは簡単だ。そう、確かめてみてもいい。時間の無駄になるかもしれないけど、負けたら謝礼はいらないというのだから損にはならないはず。

「……いいわ。あなたが勝ったら雇います」

「よろしくな」

「勝ったら、よ！」

　睨みつけても男はふてぶてしい笑みを返すだけだ。

　アザレーは溜息をついて額をこすった。

「……ともかく城まで送ってくれる？　とても歩いて帰れそうになくて」

　鞍に二人乗りして歩き出し、ふと思い出してアザレーは尋ねた。

「そういえば、名前をまだ聞いてなかったわ」

「俺か？　ヴァルターだ」

「ヴァルター……何？」

「ただのヴァルターさ」

「どこから来たの？」

「西街道」

　出身地を尋ねたことくらいわかったはずだ。つまり、答えるつもりはないということ。

　アザレーは肩をすくめた。

（まぁ、いいわ。雇うことになったら、そのとき訊きましょ）

　負けたらサヨナラなんだし……と思いつつ、彼が勝つことをどこかで期待している自分に気付いてアザレーはひそかに顔を赤らめたのだった。



　途中で偶然、アザレーの馬を見つけ、そちらに乗り換えて城へ戻った。まだ少し眩暈はするが、見知らぬ男と二人乗りしている姿を城の衛兵に見られたくない。

　アーダルベルトの王城は森を眼下に見下ろす岩山の上にある。今は平時なので昼のあいだは城門を開け放っているものの、弓を携えた衛兵が常時二人以上は城門の上で見張っている。

　ヴァルターを従えて近づいていくと、衛兵が内部へ向かって『姫様のお帰りだー！』と叫んでいるのが聞こえた。

　城門をくぐると、すかさず馬丁ばていが駆け寄ってくる。鞍から下りようとして眩暈に襲われ、いつのまにか下りていたヴァルターが身体を支えてくれた。

　馬丁たちは見知らぬ剣士に警戒と好奇の視線を注いだが、アザレーの命令に従って二頭の馬を厩舎きゅうしゃへ引いていった。

「大丈夫か？」

「ちょっと眩暈がしただけ……」

「座って休んだほうがいいな」

　力なく頷くと同時に大声で名前を呼ばれてアザレーは顔をしかめた。城の中郭へ続く門から、ゆるやかな傾斜の石畳を茶色い髪の若い男が駆け下りてくる。宰相の息子のブルーノだ。

「どこへ行ってたんだ、姿が見えないから心配したぞ」

　心配とはほど遠い居丈高な口調で詰問され、アザレーは煩わしげに顔をしかめた。

「散歩よ。それより守備隊長はどこ？」

「中庭で兵の訓練をしてる」

　ブルーノは背後の内門を指し、うさん臭そうにヴァルターをじろじろ見た。

　かまわずに歩きだしたアザレーは、ふたたび眩暈に襲われてふらついたところをヴァルターにひょいと抱き上げられて仰天した。

「おい、貴様！　なれなれしく触るな！」

　気色ばんでブルーノが怒鳴る。

「脳震盪を起こしたんだ、無理に動かないほうがいい」

「脳震盪だと？　こりゃ驚いた、まさか馬から落ちたのか？」

　揶揄するような口調にムッとしたアザレーは、横抱きにされながら精一杯高慢そうに澄ましかえってみせた。

「狼藉者に襲われたところを、この人が助けてくれたの。なかなかの腕前だから守備隊と競わせて使えそうならうちで雇ってあげようかと思って」

　忍び笑うヴァルターを睨みつけ、『あっちよ』とぶっきらぼうに示す。

　まじめくさった顔で指示に従いつつ、彼の口許は笑いを堪えかねたように引き攣っている。つねってやろうかと思ったが、彼が命の恩人であることは間違いないのでどうにか自粛した。

「──姫？　どうなさいました」

　中庭で部下の訓練を見守っていた守備隊長が、アザレーに気付いて駆け寄ってきた。副隊長の号令で兵士たちが武器を収め、急ぎ足で整列する。

「城下の森に街道荒らしが入り込んでるわ。この人が追い払ってくれたけど、念のためしばらく見回りを強化してちょうだい」

「襲われたのですか!?　まさかお怪我を？」

「転んだだけ。ちょっと眩暈がするので運んでもらったの」

　椅子を持って来いと隊長が怒鳴り、さっそく背もたれ付きの木のベンチが運ばれてきた。

　丁重に下ろされ、座ってアザレーはこめかみをさすりつつ事の次第を説明した。渋い顔で頷きながら、守備隊長は値踏みするようにヴァルターの全身を眺め回した。くっついてきたブルーノも不審と警戒の目付きで彼を睨んでいる。

　そこへ、金髪のまだ幼い少年が息せき切って走ってきた。

「姉上ー！」

　アザレーの異母弟にしてアーダルベルトの現国王カミルだ。

　まだ七歳にしかならないため、十九歳のアザレーが摂政を務めている。といっても、実際に政務を取り仕切っているのは宰相のディラク──ブルーノの父親で、アザレーは彼の献策に承認を与えるだけ……というのが悔しいけれど実情である。

「カミル」

「どこにいらしたんですか？　勉強の後、弓の稽古を見てくださるお約束だったでしょう？　さっきから探してたんですよ」

　ぷーっと頬をふくらませる弟のやわらかな巻き毛を、苦笑してアザレーは撫でた。

「ごめんなさい。忘れてたわけじゃないのよ」

「……何かあったんですか？　この人、誰？」

　守備隊の緊張した雰囲気を敏感に察しつつ、大きな剣を背負ったヴァルターを子供らしい素直さで興味津々に見上げる。

　微笑んだヴァルターは躊躇なく膝を折り、カミルの前に跪いた。

「旅の剣士、ヴァルターと申します。アーダルベルトの国王陛下に拝謁を賜り、恐悦至極に存じます」

　胸に手を当て、うやうやしく頭を下げるしぐさは、正式に叙任された騎士と並んでも遜色ない。アザレーはうっかり彼に見とれてしまい、顔を赤らめた。

　カミルは灰緑色の瞳を輝かせ、ヴァルターが背に負う大剣や、腰に挿した異国風の短剣を熱心に見つめた。

「すごく強そうだね！」

「もちろん、すごく強いですとも。証明してご覧に入れましょうか」

「うん！　ハンス、この人と勝負してよ」

「陛下……」

　いきなり指名された守備隊長が、困り顔で頭を掻く。

「ハンスはアーダルベルトで一番強い騎士なんだよ」

「ほほう。それはぜひお手合わせ願いたい」

　立ち上がったヴァルターは、守備隊長に向き直ってにっこりした。

　隊長はちらりと横目でアザレーを窺った。すでに事情を聞いていたにせよ、国王にせがまれてはいやとは言えない。溜息まじりにアザレーは肩をすくめた。

（大言壮語を吐いてくれて……。負けたらカミルをがっかりさせちゃうじゃない）

　期待している弟を失望させるのは忍びないが、守備隊長が負けても悔しい。

「お待ちください。隊長が相手をするに足る力量の持ち主かどうかを、まずは私が確かめます」

　気負った顔で守備隊の副隊長、カイが割り込む。

「いいわ。──守備隊長と手合わせしたければ、まずは副隊長に勝つことね」

「承知した」

　悠然と頷くヴァルターを、カイが敵意剥き出しで睨みつける。

　ふたりはそれぞれの武器を持って向き合った。兵士たちが周りを取り囲み、カミルは姉と並んでベンチに座る。その後ろでブルーノと並んだハンスが、腕組みをして仁王立ちしながら声を張った。

「始め！」

　勝負は一瞬──ではなかったものの、大方の予想よりも遥かに早く決着がついた。

　石畳に尻餅をついた副隊長が、唖然とした面持ちでヴァルターを見上げる。ヴァルターの振り上げた大剣が、きらりと陽光を反射した。副隊長の剣は遥か彼方にすっ飛ばされ、すでに手元にない。

　ニヤリとするヴァルターに、副隊長は悔しげに、だがきっぱりと降参を宣言した。カミルは無邪気に手を叩いて喜んでいるが、アザレーはひそかに冷や汗をかいていた。副隊長を務めるカイは、隊長のハンスには敵わなくとも、それなりの技量の持ち主だ。それが、ああまで余裕で倒されてしまうとは……。

　無言でハンスが前に出る。対峙するふたりを見つめ、アザレーはこくりと喉を鳴らした。

　体格ではハンスのほうがひとまわり上だ。背丈は同じくらいだが、ハンスが見るからに筋骨隆々としているのに比べ、ヴァルターは肩幅は広いもののすらりと細身に見える。だが、馬に同乗したり、抱き上げられたりして、彼が全身に鎧のごとく筋肉をまとっていることをアザレーは実感していた。

　ヴァルターが鍛え上げられた肉体の持ち主であり、相当の場数──それも実戦──を踏んでいることは明らかだ。

　アーダルベルトは領地拡張に熱心な帝国と境を接していながら、恵まれた地形ゆえに直接の侵略を受けたことが一度もない。たまに盗賊団や小規模領主の私兵が入り込むことはあっても、自慢の弓兵隊を駆使して撃退してきた。

　差し迫った危険がないことから、危機意識が薄らいでしまっているのは否めない。それはヴァルターに指摘されたとおりだ。防衛に重きを置き、領民は男女身分を問わず全員弓が使える一方、接近戦は確かに不得手である。

　ハンスとヴァルターの勝負は、カイとの手合わせよりはだいぶん時間がかかった。当然だ。カイは隊長のハンスにまだ一度も勝ったことがないのだから。隊長と副隊長の実力にはかなりの開きがある。

　しかし。

　結局、勝ったのは今回もヴァルターだった。続けざまに何合も斬り結んだ末、ついにハンスが自分の剣を取り落とした瞬間。ヴァルターの剣先がハンスの喉元に突きつけられていた。

「……参った」

　憮然と吐き出された宣言には、どこか感服の響きも含まれていた。守備隊の兵士たちが呆然とするなか、幼いカミルだけがすごいすごいと小躍りして喜んでいる。

　愕然とするアザレーの前に大剣を肩に担いで立ったヴァルターが、無頼なくせに妙に人懐こい笑みを浮かべた。

「雇ってもらえるよな？」

　アザレーが顔をこわばらせて絶句していると、のっそりとヴァルターの傍らに立ったハンスが深刻な顔つきで言い出した。

「姫。口惜しくはありますが、彼が私より強いのは事実です。もし私に替えて彼を守備隊長に据えたいとの思し召しでしたら──」

「待て。俺は隊長になんぞなりたくないぞ」

「──は？」

　思わずアザレーは間の抜けた声を上げてしまった。

「確かに俺は、あんたに雇ってほしいと頼んだが、守備隊長にしてほしかったわけじゃない」

「じゃあ、どうすれば……」

「剣術指南役として雇ってくれ」

　にっこり笑うヴァルターを、ハンスはぽかんと眺めた。アザレーも同様だ。

「剣術指南役……ですって？」

「そう。見てのとおり、剣では俺のほうが断然上だ。しかしアーダルベルトの守備隊は弓兵が中心だろ？　戦略としては間違ってない。いくら勇猛な騎兵が突進してきても雨あられと矢が降り注いだら近づけないからな。甲冑に身を包んだところで、落下の勢いを加えた矢の威力は凄まじい。たとえ騎士は無事でも馬が死ぬ。それを防ごうと馬にまで鎧を着せればせっかくの機動力がガタ落ちだ。だから、弓矢を防衛の中心に置くのはいい。しかし、万が一突破されれば否応なく接近戦になる。それに備えておいても無駄ではないし、備えておくべきだ」

　真顔で進言するヴァルターを感心した様子で見ていたハンスが重々しく頷いた。

「彼の言うとおりです、姫。弓兵隊の質において、我が国は最高だと自負しておりますが、こと剣術となりますと……はっきり言ってかなり劣勢と言わざるを得ません。逆に帝国は剣術がことのほか盛んと聞き及びます。……あんたも帝国の剣士だな？」

　ヴァルターはニヤッとしただけで答えない。出自については一切明かすつもりはないらしい。だが、守備隊を任せるのではなく、客将扱いで剣術の指導をしてもらう……ということなら、出自については多少目をつぶってもいい。

「姉上、ぜひヴァルターを雇ってください！　僕も剣術を習いたいです！　ハンスもカイも、習いたいよね!?」

「は……」

「え……」

「一緒に習おうよ！」

　守備隊長と副隊長は顔を見合せ、気まずそうに咳払いしたり頭を掻いたりした。

「そうですな、やはり騎士たるものは剣が本分……ですし」

「……陛下に後れをとっては守備隊長の名折れ」

　カミルは満面の笑みを浮かべてアザレーの手を握った。

「お願いします、姉上！　僕、強い騎士になって、大好きな姉上をお守りしたいのです」

「まぁ、カミル……」

　純真な弟にほろりとして、アザレーは瞳を潤ませた。

「わかったわ。ヴァルターを我が国の剣術指南役として雇いましょう」

「やったぁ！」

　喜んでまつわりつくカミルを笑顔であしらいながら、ヴァルターはアザレーに向かってニヤリと思わせぶりな笑みを浮かべた。

　なんとなくイヤな予感がしたけれど、はしゃぐ弟や、その様子を切なそうに見つめる守備隊長たちを見ればアザレーには何も言えなかった。



「──百万デュカスですって!?」

　雇用条件を話し合うためヴァルターを連れて行った書斎で、アザレーは目を剥いた。

　そこは父の書斎だった部屋で、今は摂政役のアザレーが執務室として使っている。執務机を間に挟んで向かい合ったヴァルターは、軽く顎を反らして傲然と頷いた。

「きっちり百万デュカスだ。一キュズたりともまけないからな」

「ふっかけるにもほどがあるわ！　国家予算なみじゃない！」

「ほう。アーダルベルトの国家予算はその程度か。シケてるな」

「悪かったわね！　うちは小さな国なの！　帝国と一緒にしないでほしいわっ」

「それもそうだな。しかし、だからと言ってまけてやるわけにはいかない。俺は安売りしない主義でね」

「じゃあ雇うのは無理よ。出てってちょうだい」

「弟が泣くぞ」

　うっ……と詰まり、アザレーはニヤニヤする男を睨みつけた。カミルはすっかりごきげんで、明日から彼に稽古を付けてもらうのをそれは楽しみにしているのだ。

「可愛いよなぁ。『強い騎士になって大好きな姉上をお守りしたいのです』だと。すれっからしの俺でもグッと来た」

「だったらまけてちょうだい」

「だめ」

「ケチ！」

　睨みつけても、フフンと鼻で嗤わらわれるだけだ。

　アザレーは悔しまぎれに怒鳴った。

「払いたくてもそんなお金はないの。逆さに振っても出ないわよ！」

　幼い弟の摂政となり、宰相から国庫の現状を聞いて愕然とした。金庫はほぼ空っぽ。アーダルベルトは破産寸前だったのだ。いったいどうしてそんなことになってしまったのか……。

　宰相の説明によれば、つまるところ代々の国王の怠慢が招いた事態……らしい。少なくとも父はまじめな人だったし、母も義母も、はたまた自分も、そんなに贅沢はしていなかったはずなのだが。

　腑に落ちなくとも、ともかくないものはない。

　摂政となったアザレーは倹約に励んだ。ドレスを新調するのは一年に一着だけ。宝飾品や調度類も手放せるものはすべて売り払った。おかげで城はずいぶんガランとしてしまった。

　父の蔵書を売らなかったのは、最後に頼りになるのは知識だと思ったから。暇を見つけてはコツコツ読んでいるけれど、実際の政治にそのまま当てはめられるものでもない。

　泣きたくなったが、まがりなりにも摂政を務める身。気楽な王女のように泣きわめくわけにはいかない。

　ぐっと唇を噛んでいると、腕を組んでしげしげとアザレーを眺めていたヴァルターが、何を思ったのか突然言い出した。

「現物支給でもいいぞ」

「現物支給って……」

「まずは衣食住を保証してもらう。ま、当然だな。それから、剣術指南の対価として気位の高い王女様をいただくとしよう」

　アザレーは唖然とヴァルターを眺めた。

「…………まさか、わたしのこと……？」

　ヴァルターはニヤリとして執務机に手をつき、身を乗り出した。

「そう。ありていに言えば、身体で払えってやつだ」

　言うなり唇をふさがれる。反射的に手を振り回すも、素早く躱されて虚しく空を切った。

「な、な、な、っにを……!?」

　真っ赤になってごしごしと唇をこするアザレーに、男はにっこりした。

「百万デュカスは国家予算なみなんだろう？　だったら現物支給もそれなりでないと。王女様ならどうにか見合いそうだ」

「失礼な！　わ、わたしはもっと、高いわよっ」

「いいね。気の強いお姫様にはますますそそられる」

「さ……最低……っ」

　罵詈雑言を浴びせてやりたいのに、ぴったりの言葉が思いつかなくてますます腹が立つ。

　唇に親指を滑らせてニヤッとしたヴァルターが、ふと真顔になって尋ねた。

「そういやあんた、好きな男でもいるのか？　さっきの優男が婚約者とか？」

「誰のこと……え、まさかブルーノ!?　冗談でしょ、彼は宰相の息子で幼なじみ！　それだけよ」

「向こうはそうは思っていないみたいだが。俺があんたを抱き上げたら、すごい目付きで睨んでたぞ」

「知らないわよ！　わたしの婚約者はとっくの昔に亡くなったの。以来、誰とも婚約してないし、結婚する気もない。わたしは一生、独身を通すんだからっ」





	
			第二章

「……ずいぶん極端だな。そんなに昔の婚約者に惚れてたのか」

　目を瞠みはって沈黙していたヴァルターに感心したように言われ、アザレーはカッとなった。

「あなたに関係ないでしょ！」

「確かに。悪かった」

　すまん、とヴァルターが両手を上げる。

　怒鳴ったのが気まずくなってアザレーはむっつりと黙り込んだ。ヴァルターもまた黙って顎を撫でながら何事か考え込んでいる。

「なぁ、思うんだが……。一生独身でいるなら、情人がいてもかまわないってことじゃないか？」

「ど……どうしてそうなるのよ!?」

　憤慨してアザレーは彼を睨みつけた。

「独身の女領主はよく愛人を囲ってるものだぞ。女相続人ってのは、法律上、正式に結婚できなかったりするだろ？」

「わたしはそういうんじゃないわ。単なる主義よ。そもそもアーダルベルトでは女子には相続権が認められていないの」

「だったら問題ない。俺を情人にしろよ、王女様。衣食住とあんたを保証してくれれば、誠心誠意、剣技の指導をさせてもらう。あんたの可愛い弟も、いまいち頼りない守備隊の連中も、俺がきっちり鍛えてやるよ」

　誘惑するような甘い声音で囁き、ふたたび彼は机に手を突いて身を乗り出した。反射的にアザレーは椅子の背に背中を押しつけ、そっくり返るような格好になって青ざめた。

「そ、そんなこと言われたって……」

「心配しなくても、言いふらしたりしないさ。あんたの立場がまずくなることはけっしてしないと誓う」

「……そんなにわたしが気に入ったの？」

「ああ、気に入った。あんたの大事な、小さな王様もな。……それにしてもずいぶん年が離れてるんだな」

「カミルとは腹違いの姉弟きょうだいなのよ」

　面食らいつつ答えると、なるほどとヴァルターは頷いた。

「腹違いでも仲はよさそうだ」

「たったひとりの家族だもの。お兄様はまだ王太子のときに病気で亡くなったし、お母様はもっと前に亡くなってる。お父様はカミルの母親と一緒に馬車の事故で亡くなったわ。今はもう、わたしにはカミルしかいないのよ」

「あんたに懐いてる」

「ええ。とてもいい子よ。だから、いい国王になってほしい。あの子が成人するまであと八年、摂政として少しでも国の状態をよくしておきたいの」

　どうしてこんなことを告白しているのかとぼんやり思う。どこの馬の骨ともつかぬ流浪の剣士。カネがないなら身体で払えと迫るような、最低の無頼漢なのに。

　もしかしたら、この目のせいかもしれない。蒼い瞳。大好きだった、わたしの王子様にそっくりなんだもの。艶やかな漆黒の髪も。

　今は亡きガラテア王国のクルト王子。初めて恋したひと。未だにその恋が忘れられない。たった六つの、幼い恋だったのに。彼が亡くなって十年が過ぎても、どうしても忘れられなくて──。

　いつのまにか顔を近づけていたヴァルターが甘く囁いた。

「手伝ってやる。あんたの願いがかなうように。あんたの弟がいい王様になれるように。この国が帝国に呑み込まれることのないように」

　唇がふたたび触れた。今度はもっと優しく。

「……だから、俺をあんたの男にしろよ」

　カーッと赤くなると、ヴァルターは微笑んで唇をふさいだ。

　やわやわと甘く食まれ、ついばむようにねぶられる。

「ん……」

　思わず鼻にかかった声が洩れ、アザレーは真っ赤になった。だが──悔しいことに──この狼藉に嫌悪を感じない。無意識に開いた唇から、するりと舌が入り込んだ瞬間。ドンドンと書斎の扉が鳴った。

「──アザレー様。盗賊に襲われたというのは本当ですか」

　返事も待たずに険しい顔でズカズカ入ってきたのは宰相のディラクだった。後ろに息子のブルーノを従えている。

　ノックの音とともに素早く身を起こしたヴァルターは、何食わぬ顔で執務机の前に立ち、宰相たちに皮肉っぽい薄笑いを浮かべた。アザレーは椅子に座り直し、咳払いをした。

「よそ者の街道荒らしよ。守備隊に見回りを強化するよう命じたわ」

　守備隊長のハンスは、ヴァルターとの手合わせの後、さっそく部下を引き連れて捜索に向かった。ヴァルターが言うには、彼にこてんぱんにのされたならず者どもは国境の方角へ散り散りに逃げて行ったそうだが、ほとんど気絶寸前だったアザレーは自分では確かめていない。

「──で、この者が姫をお助けした、と？」

「ええ。彼はヴァルター。とても腕が立つの。ハンスに圧勝したのよ。守備隊の兵力強化のため、彼を剣術指南役として雇うことにしたわ」

　腹を決めて宣言すると、ヴァルターはアザレーににっこりと笑いかけた。

　どぎまぎしながら摂政王女としての威厳をどうにか取り繕う。ディラク宰相は不本意そうだったが、守備隊長をあっさり負かした実力者では文句のつけようがないと諦めたのか、しぶしぶ頷いた。

「それはともかく、おひとりでの外出は今後お控えください。出かけるときは必ず護衛を伴うように」

「僕が付き添うよ。幼なじみと一緒なら安心だろう？」

　ブルーノがさっそく名乗りを上げたが、アザレーはぴしゃりと撥ねつけた。

「けっこうよ。護衛は守備隊の騎士か、このヴァルターにお願いするわ。腕が確かな者でないと安心できないもの」

　ブルーノとふたりきりなんて冗談じゃない。いざとなれば我先に逃げるに決まってるし、何もなければ別の意味で不安だ。いつ飛び掛かられて『既成事実』とやらを作られるか知れたものではない。

　馬鹿にされたと思ったのか、ブルーノがムッとした顔になる。だが、ヴァルターの実力は彼も目の前で見ていたのだから否定できない。ブルーノは弓は名手と言っていいけれど、剣のほうはからっきしなのだ。

　アザレーは召使を呼んでヴァルターの居室を用意するよう命じ、彼を下がらせると仕事に取りかかった。

　領内のあれこれについて宰相の報告を聞き、政策の説明を受けて承認を与え、何枚もの決済書類に署名をする。せっせと政務に励みながらも、時折どうしようもなく唇に不埒で甘いくちづけの感触がよみがえり、そのたびにアザレーは憤然と眉を吊り上げたのだった。



　熱い舌がぬくりと口腔を侵し、アザレーは動揺で目を見開いた。

　枝付き燭台に刺さった三本の蝋燭が、かすかに揺らぐ。薄暗い寝室に置かれた長椅子で、ふたりの人影が密着している。アザレーは男の膝に載せられて、先ほどから濃厚なくちづけに翻弄されていた。

　ヴァルターをアーダルベルト王国の剣術指南役として雇って、すでに四日。アザレーは剣術指南の『対価』として、こうして夜ごと気が遠くなるほどくちづけられている。

　夜、執務を終えて自室に戻り、身繕いを済ませて侍女を下がらせると、まもなく彼が現われる。最初はどうなることかとガチガチに緊張した。ヴァルターは今にも卒倒しそうな顔色のアザレーを見ると肩をすくめ、手を引いて並んで長椅子に座った。

『無理強いするのは好きじゃない』

　不埒な要求をしておいて矛盾したことを言い出す彼にとまどっていると、抱き寄せられ、何故か顔中にキスされた。額から始まって、目許、頬、鼻。幾度となく繰り返され、最初驚いていたアザレーも、いったい何をしてるんだか……と呆れ、ついには脱力した。

　するとそれを狙い澄ましたように唇をふさがれた。反射的に突き飛ばそうとした手を掴まれ、握りしめられる。

　痛くはないけれど振りほどけない強さで抵抗を封じながら、彼は何度もアザレーの唇をついばんだ。それが思いのほか心地よくて……。顔を赤くしながら、アザレーはされるがままになっていた。

　その夜はそれで済んだが、翌日からはそうはいかなかった。

　無邪気なくちづけは、あっというまに濃厚に、そしてとんでもなく淫らになっていった。舌を絡ませ、きつく絞られて、あふれた唾液をじゅっと吸われたときには羞恥で死ぬかと思った。

　三日目には夜着の胸元をはだけられ、乳房に触れられた。

　触れるどころか、アザレーの口をふさぎながら両手でふくらみを捏ね回し、中心を指先で摘んでくりくりと紙縒こよられた。刺激を受けて収縮した先端を弄ぶように引っ張られると、かすかな痛みと甘い疼きが下腹部にわだかまり、無意識にぎこちなく腿ももをこすり合わせてしまう。

　それに気付いたヴァルターが忍び笑い、ぱくりと乳暈ごと口に含んだのでアザレーは仰天した。

「ちょ、ちょっと……」

　肩を揺すると『黙ってろ』とでも言うように強く先端を吸われ、びくりと肩をすくめる。尖りきった乳首の周りを焦らすようにゆっくりと舌でたどられると、ちりちりするような快感が放射状に広がった。同時に下腹部の疼きは不穏なほどに大きくなって、時折ズキンと刺すような痛みを訴え始める。

　そして四日目の今夜。

　半裸にされたアザレーは、淫靡に乳房を揉みしだかれながら濃密なくちづけを繰り返されていた。

　すでに蹂躙し尽くされた口腔は痺れ、顎に力が入らない。口端からこぼれそうになる唾液を舐め取られ、甘い花蜜か何かのようにむさぼられると、激しい羞恥と同時にうっとりするような陶酔感をも覚えてしまう。

　陶然とするアザレーに目を細め、ヴァルターは耳のすぐ下のやわらかな部分に舌を這わせた。舌先で耳の裏を舐め上げ、耳殻をこりりと甘噛みされると、全身がぞくりとわななく。

　こらえきれずにアザレーは呻くような泣き声を上げた。

「ぃ……や……っ」

「感じてるくせに」

　耳元で淫猥に囁かれ、潤んだ瞳をぎゅっと閉じる。

「ば、馬鹿言わな……で……！」

「確かめてみるか？　本当に感じてないなら、やめてやるよ」

　ヴァルターは含み笑い、乳房をもてあそんでいた手を腹部へと滑らせた。臍へその周りで指先をくるりと回し、淡い茂みをくすぐるように撫でる。

「……っ！」

　ぞくっとしてアザレーは顎を反らした。あらわになった白い喉元を、ねっとりとヴァルターが舐める。

「ひ……っ」

　反射的に腿を固く閉じ合わせたが、強引に彼は指を進めた。つぷんと指先が蜜溜まりに沈む。

　くすりと勝ち誇ったような笑みが鼓膜を撫で、アザレーは真っ赤になった。

「嘘つきな王女様だな。ぐっしょり濡らしてるじゃないか」

　卑猥な囁きにますます頬が火照る。懸命に顔をそむけようとしたが、濡れそぼった谷間をこそげるように指を前後され、甲高い悲鳴が勝手に喉をついた。

「ひぁっ……、や……！」

　手首を両手で掴んで動きを封じようとしても、敏感な花芽を指先で突つつかれると不甲斐なくも力が抜けてしまう。

　アザレーはきつく唇を噛み、せめて情けない嬌声を封じようとした。

　必死の抵抗を咎めるかのように激しく指を前後され、容赦なく媚蕾を刺激されて下腹部の疼きが急激に高まってゆく。淫蜜を泡立てるようにぐちゅぐちゅと掻き回される音に眩暈を覚えた。

　やがて、腹の底がよじれるような感覚とともにアザレーは恍惚に達した。

　花襞がひくんひくんと痙攣し、何かを絞るように蠕動している。初めて味わう快楽にアザレーは呆然となった。

（何……これ……）

　一瞬、粗相をしてしまったのかと焦ったが、谷間を濡らす熱いぬめりは小水とは異なるものだ。おずおずとヴァルターを見上げると、彼は眉間にしわを寄せてふいに指を抜いた。

「……っ」

　淫靡にまとわりついていた襞が引きずられ、身体の中心を刺激が駆け抜ける。

　ヴァルターはいきなりアザレーを抱き上げ、寝台にどさりと落とした。無言のまま手早く脚衣ショースと下穿きブレーを脱ぎ捨てるや否や、飛び出した肉棒の猛々しさに、アザレーは息を呑んだ。シャツを身にまとったまま、彼がのしかかってくる。

「ま……」

　待って、と懇願する暇もなく、膝を掴まれ大きく脚を広げられた。濡れた蜜口に丸くなめらかな感触が押し当てられ、そのまま隘路に滑り込んでくる。わずかな引っ掛かりを覚えた次の瞬間。純潔の門扉を打ち破り、一気に奥庭まで熱杭が打ち込まれた。

「ぃ……っ……！」

　鋭い痛みと衝撃に、ぶわりと涙があふれる。悲しみとも怒りともつかぬ感情が、嵐のように駆けめぐった。

　ヴァルターは念を入れるかのように、さらにもう一段ぐっと深く腰を進めた。ふたりのあいだはもはや隙間なく密着している。

　こわばるアザレーの腿を撫で、涙で濡れた目許を優しく舐めて彼は囁いた。

「泣くな。後悔はさせない」

　甘やかすような声音にとまどってアザレーは彼を見上げた。

　唇が重なり、なだめるように何度も吸われる。何故だか急に投げやりな気分になって無抵抗に身を任せた。ぴたりと身を寄せていたヴァルターは、やがてゆっくりと腰を揺らし始めた。

　先端が抜け出る直前まで引き抜き、ぐぐっとまた押し込む。拓かれたばかりの隘路はしばらく抵抗していたが、慎重な抽挿が繰り返されるうちに頑なな処女襞も次第に蕩け始める。

　気付けばアザレーは熱っぽい吐息を洩らしながら抽挿に合わせて腰を振っていた。ヴァルターは目を細め、角度を変えてはじゅぷじゅぷと猛る肉槍を蜜壺深く突きたて、ごりっと子宮口を押し上げる。

「ん……ぁ……あ……」

　悦楽に翻弄され、焦点のぼやけた瞳で天蓋を見上げながら、アザレーは淫らに腰を振りたくった。

　ヴァルターが腰を打ちつけるたびに濡れた水音と肌がぶつかりあうくぐもった音が上がる。がっしりとした手で執拗に乳房を揉み絞るヴァルターの吐息も熱い。

　彼は生々しい劣情にかすれた声で囁いた。

「……あんたの胎なかに出したい。俺でいっぱいにしてやりたい」

　ぞくっとするような官能的で淫靡な囁き……。怒張した熱杭を銜え込んだ蜜襞が震え、ねだるように絡みつく。

　はぁっと大きく息をついたヴァルターは、アザレーの脚を抱えて激しく腰を打ちつけ始めた。パンパンと淫らな打擲音が寝室に響く。愉悦の昂りとともに腰が浮き、背がしなる。

「出すぞ」

　歯噛みするようにヴァルターが呟いた次の瞬間、熱い奔流がアザレーの花弁に注ぎ込まれた。

　蜜襞が痙攣し、情欲を吐き出す淫楔に絡みついてきゅうきゅう絞り上げる。何度も腰を打ちつけて吐精を終え、ようやくヴァルターは肉棹を引き抜いた。

　ぽかりと孔が開いたような感覚に、なんともいえない気分になる。肉体の悦びとは裏腹に、心に虚しさが広がった。愛してもいない男に自分の身体をいいようにさせるなんて……。今さらながら深い後悔を覚える。

　傍らに横たわったヴァルターが、アザレーの肩にちゅっとくちづけ、満足そうに囁いた。

「これで俺はあんたの男だ、王女様」

　アザレーはぼんやりとヴァルターを見返した。

（変なことを言うひとね……）

　強引に身体を奪ったのだから、これでおまえは俺のものだ……とかなんとか、傲然とうそぶきそうなものなのに。

「悪くなかっただろう？」

　甘く問われ、ぼんやりしたまま曖昧に頷く。ヴァルターはアザレーの肩を撫で、抱き寄せてこめかみに唇を押し当てた。

「もっと悦よくしてやるから、期待してろ」

「……いやらしい……」

　快感の反動か、だんだん気だるくなってきて鬱陶しげに呟く。彼は気にしたふうもなくからりと笑った。

（やっぱり変なひとだわ……）

　目を開けていられなくなって瞼を閉ざすと急激に眠気に襲われた。

　睡魔に引きずられながら、アザレーは先ほど感じた虚しさが、何か別のあたたかいもので満たされていくのを感じていた。



　アザレーは城の露台バルコニーから中庭を見下ろしていた。

　簡単な防具をつけたカミルが、小さな木剣を手にヴァルターの指導を受けている。以前は剣の稽古にはあまり熱心でなかったのに、ヴァルターの鮮やかな剣技を目の当たりにして気持ちが大きく動いたらしい。

　熱心に取り組む弟は見ていて微笑ましく、誇らしくもあるが、きめ細かに指導するヴァルターにも感心した。どうせ大雑把に形ばかりやってみせるだけだろうと思えば、守備隊の兵士たちにもレベルに応じてきちんと指導を行なっている。

　守備隊の面々も、小さな国王が頑張っている姿を見て発奮し、おおむね平穏な日々にたるみ気味だった士気もにわかに高まった。帝国の剣士である（らしい）ヴァルターに対するライバル意識というのも、少なからずあるのだろう。

（彼を雇ってよかった……のよね？）

　断言できないのがどうにも悩ましい。

　考え込むうち、木剣を振り回していたカミルが勢い余って尻餅をつくのが見えた。

　はらはらしながら見守っていると、姉に気付いたカミルがパッと笑顔になって元気よく手を振った。

　アザレーはホッとして、微笑みながら手を振り返した。上向いたヴァルターと目が合い、反射的に赤くなる。彼はニヤリと艶っぽい笑みを浮かべ、何食わぬ顔で指導に戻った。アザレーは憤然と彼を睨みつけた。

　すでにヴァルターには何度も抱かれている。逞しい雄芯で貫かれ、理性が跳ぶまで翻弄された挙げ句、熱い精を大量に注ぎ込まれる毎日だ。このままでは遠からず身ごもってしまいそうで怖い。

　だが、何度頼んでもやめてくれないのだ。それ以外ならアザレーの願いはなんでも聞いてくれるのに。

（……願いというか……願わされているというか……）

　夜ごとの恥ずかしい房事を思い出すと耳まで熱くなり、アザレーは自分の頬をぴしゃぴしゃ叩いた。

　はぁ、と思わず溜息が出た。言いふらしたりはしない、と彼は約束したが、少なくとも身の回りの世話をする侍女たちには、アザレーとヴァルターが関係を持っていることなどとうにバレているはずだ。ひょっとしたら、ただアザレーが気付いていないだけで、すでに噂になっているのかも。

　困ったわ……と思いつつ、どうにかして彼を追い払おうとか、遠ざけようとか、そういう気持ちにならないのが我ながら不思議だ。

　胎なかで出されるのだけは本当に困るのだけど……！

　しかし、それも単なる無責任というよりは、前後に交わす会話を考えるに、どうやら彼は子どもが欲しいようなのだ。はっきりそうは言わないけれど、もしかしたら流浪の旅をそろそろ終えたい……と考えているのかもしれない。

　もしも彼がずっとアーダルベルトにいたいというなら、受け入れてもいい──。自然とそう考えている自分に気付いてアザレーは驚き、焦った。

（腕の立つ剣士だもの、きっと役に立つわ。アーダルベルトにとっては悪くない話よ）

　我ながら言い訳がましく、腹立たしい。ただ剣士としての伎倆ぎりょうに優れているだけでなく、彼が剣術指南役としても有能であることも、喜ばしいはずなのになんだか妙に気に食わないのだった。



　その夜も、アザレーの懇願むなしくヴァルターは奥深く挿入したまま思いを遂げた。

　どくどくと熱情が注ぎ込まれる瞬間を、陶然と迎えてしまう自分が情けない。そう考える理性が戻ってくるのが、絶頂の余韻が収まる頃になってようやく……というのがそもそも問題なのだけど。

（いいわ、そのときはそのときよ）

　未婚で子どもを産むのはちょっと体裁が悪いけれど、父親はわかってるんだし、ね……。

　アーダルベルトでは王女に継承権がなく、王女の子も同様であるため、女系での継承権争いは起こりえない。そのため政略結婚の計画さえなければ恋愛は比較的自由なのだ。

　アザレーにはすでに縁組を考えてくれる親はなく、持参金で国庫を目減りさせたくない宰相も自分の息子との結婚以外は勧めて来ない。それもアザレーが断固拒否し続けているので、諦めたのか最近は何も言わなくなった。

（彼の子なら、そんなに悪くはないはずよ）

　たぶん、ね……。

　半ば諦め気味に溜息をつくと、傍らに身を横たえていたヴァルターが半身を起こした。

「どうした？　不景気な溜息なんぞついて。物足りなかったか？」

　ニヤリとしてのしかかってくる不遜な男を、アザレーは眉を吊り上げて睨んだ。

「『対価』は一晩一回！」

「お望みなら、あと二回くらい余裕でいけるぞ？」

「けっこうです」

　ぴしゃりと撥ねつけ、急に不安に襲われた。

「……ひょっとして物足りないの？」

　目を丸くしたヴァルターが盛大に噴き出す。

「なんだ、俺が他の女に手を出すとでも思ってるのか？」

「べ、別に……」

「せっかく王女様の男にしてもらったんだ、浮気なんてするわけないだろ」

　耳元で甘く囁かれると、未だにどぎまぎしてしまう。

「や、やめてよ。誤解しそうになるわ」

「誤解？　何を」

「あなたが、わたしのことを……好きなんじゃないかって」

　口にしたとたん、後悔した。だが彼は身を乗り出し、優しく唇を重ねた。

「好きじゃなかったらこんなに何度も抱かないさ。胎なかで果てたりもしない」

　真っ赤になるアザレーの唇をふたたびふさいで、彼は淫靡に囁いた。

「あんたを俺のものにしたいんだよ、王女様。しるしを付けて、独占したい。いつまでも俺だけのものにしておきたい」

「も……そうしてる……でしょ……」

「ああ。これからも、ずっとそうするつもりだ」

　恐ろしいはずの宣言が、蕩けるように甘い。ふたたび身体を重ねてくる彼の背を、くちづけを交わしながらアザレーはそっと撫でた。

「……どうして脱がないの？」

「ん？」

「シャツ、いつも着たままよね。わたしのことは裸にするくせに」

「不公平……ってか？」

「茶化さないで」

　睨みつけると彼は苦笑して、機嫌を取るようにアザレーの頬を撫でた。

「やんごとなきお姫様には、お目汚しだからな」

「何それ」

　ムッとしたアザレーは彼の襟元を掴み、ぐいっと力任せに広げた。

「おい……」

　困惑したヴァルターの声に、弾け跳んだボタンがカツンと床に落ちる音が続く。蝋燭が三本、燭台で揺らぐだけの寝室は薄暗かったが、それでもじゅうぶんに見て取れた。鍛えられた厚い胸板に刻まれた、痛ましい無数の傷痕──。

「こんなに……傷が……」

　そっとアザレーの手を離し、ヴァルターが身を起こす。蝋燭の灯が濃い陰影を落とし、彼の表情は嗤っているようにも泣いているようにも見えた。

「剣士の宿命さ」

「それにしたって……」

　ずいぶんと多い気がする。いや、多すぎる。ほとんど傷だらけと言っていい。

　相当の深手だったことを窺わせる大きな傷もいくつもあった。浅い傷を含めたら数えきれないくらいだ。まるで防具もつけずに大軍に突進したかのよう。こんなに傷を負って、いったいどれだけの死闘を彼はくぐり抜けてきたのか……。

　起き上がったアザレーは、彼の胸板にそっと両手を滑らせた。唇を押し当て、頬を寄せてしっかりと抱きしめる。

「アザレー……」

　ヴァルターが困惑の声を上げた。名前を呼ばれたのは初めてだ。アザレーは彼の背に回した腕に、いっそうの力を込めた。

「生きててくれて、よかった……」

　呟くと、彼の手がためらいがちに肩に落ちた。ひどく動揺した表情だ。アザレーは彼の頬に手を添え、初めて自分からくちづけた。

「……生きててくれて、ありがとう」

　彼は顔をゆがめ、こつりと額を合わせた。きつく目をつぶり、しばし唇を震わせて、漸ようよう押し出すように彼は「ああ」と囁いた。

「あんたに出会ったとき……、生きててよかったと心の底から思ったよ」

　唇が重なり、抱き合いながら何度もくちづけを交わす。

　吐息が次第に熱をおび、アザレーは自ら彼の膝を跨いだ。天を衝く屹立を優しく撫で、蕩けた蜜壺に迎え入れる。可憐な花びらを押し広げ、怒張した雄槍がずぷぬぷと肉鞘を突き上げた。

　アザレーは彼の背にしがみつき、激しく喘ぎながら淫らに腰を振りたくった。

「あ……あぁ……すご……ぃ、い……」

「アザレー……っ」

　ヴァルターが、いつになく余裕のない調子で呻く。

　欲望が弾け、熱液が痙攣する花襞を満たした。だが、太棹は萎えるどころかますます固く猛り勃ち、ずくずくと蜜洞を穿ち、突き上げる。結合部から愛液まじりの白濁が、たらたらと淫靡に滴った。

　その夜、ふたりは狂おしいほどに互いを求めあった。アザレーは自分が絶頂する様を彼に見られることに、初めて悦びを覚えた。もっと見てほしかった。こんなにも感じていることを。

　彼に抱かれ、恍惚に我を忘れる自分の痴態を、その蒼い瞳でしっかりと見てほしかったのだ。

　果てしなく続いた嬌宴がついに果て、愛おしそうに背中を撫でながらヴァルターが尋ねた。

「満足した？」

「ん……」

　こくりと頷き、傷だらけの、あたたかく、逞しい胸に頬をすり寄せる。

「あなたは？」

「これ以上はないほど」

　甘やかす囁きにくすくす笑い、アザレーは幸福に満ち足りて目を閉じた。



　ふっ、と目覚めると、寝室にしらじらとした薄明が忍び寄っていた。蝋燭は燃え尽き、代わりに朝まだきのぼんやりとした光が部屋を満たしている。

　起き上がったヴァルターが、こちらに背を向けて身支度をしている。いつもはまだ暗いうちに出て行くのに、さすがの彼も寝過ごしたのかと思うと、気恥ずかしくも嬉しい気分になった。

　彼が立ち上がり、床に落ちていたシャツを何気なく拾い上げた、瞬間──。

　それまで逆光で翳かげになっていた背中が、夜明けの光にくっきりと浮かび上がった。

「……っ!?」

　アザレーが息を呑む気配に、ヴァルターがハッと振り向く。

　彼の背には大きな烙印らくいんが押されていた。

　ちょうど心臓の裏あたり。左の肩甲骨を覆う円形の烙印の真ん中に、ひときわ大きく描かれた意匠には見覚えがある。

　帝国の紋章だ。

　烙印を押される人間といえば──。

　こわばっていた男の顔がゆがみ、ひどく投げやりな笑みが浮かんだ。

「バレちまったか。……そう、俺は奴隷だった。剣奴──見せ物として殺し合いをさせられる、剣闘士奴隷というやつさ」

　彼はことさらゆっくりとシャツに袖を通し、身支度を済ませると、アザレーを見ることなく寝室を出ていった。





	
			第三章

「何かあったんですか？」

　心配そうなカミルの声に、ぼんやり物思いに沈んでいたアザレーは我に返った。

「な、なんでもないわ」

　にっこりとしてみせ、皿の上の肉料理にナイフを入れる。口に運んだ鹿肉は、ぼんやりしている間に少し冷めてしまっていた。

　晩餐のテーブルについているのはアザレーとカミルだけ。給仕は少し離れた壁際で待機している。

　ふたりだけで取る夕食は姉弟にとってお互いの一日を報告しあう大切な時間だ。その日の勉学や稽古ごとについて、カミルはいつも子どもらしい率直さで語ってくれる。それを聞くことはアザレーにとってホッとするひとときであり、楽しみでもあった。

　摂政として昼間は気を張っている反動なのかもしれない。実質的に采配を振るっているのは宰相で、アザレーはお飾りにすぎないとしても、ただ言われるままに署名するだけの人形でいたくはないから──。

（いけない、いけない。この時間だけはカミルの話を最優先で聞くって決めてるでしょ）

　反省して話の続きを促そうとすると、弟はしゅんと眉を垂れた。

「姉上、最近よく考え込んでいるから……。悩みとか、あるのかな、って」

「そんなんじゃないわ。昼間忙しくて、ちょっとくたびれただけよ」

「ヴァルターと喧嘩したんでしょう」

　ずばりと問われ、アザレーはたじろいだ。そんな姉をカミルは凝じっと見つめている。その灰緑色の瞳は幼いからこそ純粋で潔癖だ。

「ちょ……ちょっとね」

「やっぱり」

　カミルはおとなびたしぐさで肩をすくめ、溜息をついた。

「そんなことじゃないかと思ってたんです。急に稽古を見に来なくなったし、ヴァルターはなんだかしょんぼりしてるし……」

「しょんぼり？　……がっかり、ではなく？」

「うーん……。わからないけど、悲しそうです。さっきの姉上みたいに、よくぼんやりしてます。カイが『隙ありっ』って打ちかかったけど、あっさり躱されて返り討ちに遭いました。一撃で吹っ飛ばしたんですよ！　やっぱりヴァルターはすごいです！　最初の手合わせでは本当の実力を隠してたんですね」

（それ……八つ当たりなんじゃ……？）

　不運な副隊長に同情しつつ『すごいわね』と相槌を打つ。

　目を輝かせていたカミルは、にわかに不安そうな顔になって姉を窺った。

「姉上。喧嘩したからってヴァルターをクビにしたりしませんよね……？」

「え。し、しないわよ。剣術指南役としてきちんと指導してるなら──」

「してますよ！　ハンスも喜んでます。ハンスはね、本当は諸国をめぐる武者修行に出たかったんですって。でも守備隊長を拝命してはそうもいかなくて……。ヴァルターはいろいろな闘い方を知ってて、それを気さくに教えてくれるから嬉しいって」

「そうなの……」

「姉上、ヴァルターと仲直りしてくださいね。姉上とぎくしゃくしてるせいでヴァルターが出て行ったりしたら、僕たちすっごく困ります！」

　真剣に訴えられ、アザレーはひくりと口許を引き攣らせた。

「わ、わかったわ。仲直り……します……」

「よかった」

　カミルはにっこりして、残った料理を元気に平らげ始めた。アザレーはこめかみを押さえ、弟に聞こえないよう小さく溜息をついた。



「……別に喧嘩したわけじゃ、ないんだけど」

　晩餐を終え、自室に引き上げたアザレーはクッションを抱え込んで呟いた。

　喧嘩ではなく、自分が一方的に彼を傷つけたのだ。

　ヴァルターの背に押された烙印を目にして、硬直してしまったから……。

　刀傷は平気だった。確かに衝撃は受けたけれど、剣士であれば不思議なことではなく、むしろ当然だ。生きててくれてよかったと安堵した。

　だが、烙印は刀傷とは根本的に異なるものだ。アーダルベルトでは、烙印が押される人間といえば重犯罪者に決まっている。

　だから愕然としてしまった。ヴァルターが平民であろうと流浪の民であろうとかまわない。でも、犯罪者となれば話は違う。

「彼が犯罪者だなんて、どうしても思えないんだけど……」

　呟いてふと思い出した。

　彼は自分は剣奴だったと言った。剣奴──剣闘士奴隷だったのだと。

「あ……！」

　犯罪者ではない。奴隷だ。アーダルベルトには奴隷がいないから、烙印＝犯罪者と頭から思い込んでしまい、衝撃のあまり彼の言葉をきちんと理解できなかった。

　しかも彼は過去形で語ったのではないか？　奴隷だったと。

　ということは、今は自由の身なのだ。

「──もうっ、馬鹿じゃないの、わたし！」

　人の話はちゃんと聞かないとだめよ、なんて偉そうに弟を諭しておいて、この体たらく。

　アザレーは頭を抱えて嘆息した。

「……だってショックだったのよ」

　彼が好きなのだと自覚したとたん、よりにもよって犯罪者だと知ってしまったのだ（誤解だったが）。アーダルベルトでは数回のコソ泥程度では烙印までは押されない。よほどの重罪を故意に犯したか、改心の見込みのない質の悪い累犯に限られる。

　とにかく、誤解だったことをはっきりさせなければ。

　そして彼の説明をちゃんと聞く。

　剣奴というものを、アザレーはよく知らない。剣闘士奴隷と言われても、アーダルベルトには剣闘士も奴隷も存在しないのだ。

（剣士と剣闘士は違うのかしら？）

　まずそこから説明してもらわなければいけなそうだ。今のアザレーの理解では、騎士＝主君から正式叙任された帯剣貴族、剣士＝実力はあるけど平民──となっている。剣闘士なるものの位置づけがそもそもわからない。

（確か彼は……『見せ物として殺し合いをさせられる』って言っていたような……？）

　それも意味不明だ。騎士たちによる馬上槍試合トーナメントはアザレーも喜んで見学するが、あれの個人戦ジョストみたいなものなのかしら？

　でも馬上槍試合トーナメントは殺し合いではない。事故で死人が出ることもあるが、殺し合いが目的ではないのだ。

　いくら考えても知識のないものは理解できず、アザレーは寝台にうつ伏せに倒れ込んで枕を抱えた。

「……今夜も来ないんでしょうね」

　気まずい別れから三日。昨日も一昨日も彼は来なかった。アザレーも稽古を見に行かなかった。この三日、顔も合わせていない。

　自分から謝る気になったとはいえ、さすがに夜中に男の居室に忍んでいくのはためらわれた。行きたくないというより、立場上まずい気がする。いや、それ以上に、すげなく拒絶されたら……と想像するだけで怖くて二の足を踏んでしまう。

（明日！　明日の昼間に謝るわ。そのほうがいい）

　話がある、と彼を書斎に呼んで、まずは率直に謝る。それから自分が誤解した理由を説明するのだ。

　固く決意してアザレーは寝台にもぐり込み、頭から上掛けを引きかぶった。

　なじんだ寝台がやけに広く感じられる。それに、静かすぎて落ち着かない。

　ヴァルターがここで夜を過ごしたのはたったの十日足らず。にもかかわらず、彼がここにいることをいつのまにかあたりまえのように感じている自分に気付いてアザレーはとまどった。

　最初はあんなに憤慨していたのに。ちょっと顔がよくて腕が立つだけの、不埒で不遜で自分勝手な、ケダモノみたいな奴だと。

　でも彼は、アザレーが『生きててくれて、ありがとう』と言うと、泣きそうな顔をした。アザレーに出会ったとき、生きていてよかったと心の底から思った……という呟きに偽りは感じられなかった。

　ヴァルターはそんなおべっかや、おためごかしを言う人ではない。出会ってからこれまでの彼の言動や遣り取りから断言できる。それに彼はアザレーとぎくしゃくしても剣術指南はきっちりこなしているとカミルが言っていた。

「……ごめんなさい、誤解したの」

　予行演習のように呟いて、アザレーは目を閉じた。

　ごめんなさい。

　ごめんなさい。

　……ああ、わたし。ずっとそう言いたかったひとがいたんだわ。

　大好きだったクルト王子。

　わたしのせいで、彼は死んでしまったの──。

　うとうとと眠りに落ちるアザレーの睫毛を、涙の雫が濡らした。



　翌日、さっさと執務を終わらせようとアザレーは朝から奮闘した。ところが、昔から犬猿の仲の隣人同士がまたもや面倒な調停を持ち込んできて、不毛な審議が予想以上に長引いたため、やっと解放された頃には午後もだいぶ遅くなってしまった。

　さっそく書斎に戻ってヴァルターを呼ぼうと、いそいそと裁判用の広間を出ようとしたが、話があると宰相がしかつめらしい顔で言い出した。イライラしたが、後にしてとも言いづらい。

「手短に頼むわ。カミルの稽古を見に行きたいの」

「では、単刀直入に申します。先頃お雇いになった剣術指南役ですが……」

「え」

　思わずぎくりとするアザレーに、宰相は厳めしく咳払いをした。

「あのようなごろつきまがいの剣士ふぜいに、我が国の精鋭である守備隊の指導をさせるのは、いかがなものかと」

「ヴァルターは腕利きの剣士よ」

　ごろつき呼ばわりにムッとしてアザレーは言い返した。

「しかしですな、騎士を指導するのはやはりまともな騎士でなければ」

「指南役に必要なのは実力よ。身分じゃないわ」

「実力はもちろんですが、それなりの身分も必要です。仮にも我が国の筆頭騎士団である王城守備隊の指導役なのですよ。それとも姫は、あのごろつきに役職に加えて身分までお与えになるおつもりですかな？　ずいぶん親しくしておられるようだが」

　厭味たらしく当て擦られてアザレーの頬に血が上る。言い返そうとすると、それまで黙って陪審席に座っていた宰相の息子、ブルーノが突然声を上げた。

「あいつ、どこかで見たことあるような気がするんだよなぁ」

　アザレーは眉を吊り上げてブルーノを睨んだ。宰相は自分の跡取りをよく政務に同席させている。それは別にかまわないのだが、問題はブルーノが政治にも司法にもさっぱり関心を示さないことだ。今日の調停だって、ほとんど居眠りしていた。

「どこで見たのよ」

「うーん。逃亡犯の人相書きか何かかな」

「そんな人相書きに覚えはないわ。いいかげんなこと言わないで」

　各国が配布している人相書きにはちゃんと目を通している。捕縛して逃亡元の国に送り届ければ謝礼金が出るから、じっくり目を通すことにしているのだ。

「じゃあ、以前どこかで会ったことがあるのかも。アザレー、誰か思い当たる人物はいないかい？」

「いないわね」

　きっぱり言うと、ブルーノは小馬鹿にしたように鼻で嗤った。

「女は物覚えが悪いからな」

「だったらあなたは女以下ね。暗記ものでわたしに勝ったことが一度でもある？」

　ブルーノの顔色が赤黒くなる。

「お飾りのくせに──」

「ブルーノ」

　宰相がぴしりと鞭打つように名を呼ぶと、とたんにブルーノは押し黙った。

「愚息が失礼いたしました、姫」

　慇懃いんぎんに腰をかがめる宰相から、アザレーはぷいと顔をそむけた。

「……剣術指南役については、ヴァルターが務めることに守備隊長も納得しています。カミルが熱心に稽古に励むのを見て守備隊の士気も上がっているわ。──話はそれだけ？　では、今日の執務は終わります。緊急の用件がないかぎり邪魔をしないで」

　アザレーはドレスの裾をひるがえし、ヒールを慣らして広間を出た。



　書斎に戻ったアザレーは、ちょっと落ち着こうと召使に飲み物と軽食を持ってくるよう命じた。

『お飾りのくせに』

　ブルーノの陰険な揶揄に改めてむかむかする。

（わかってるわよ、そんなこと）

　どんなにがんばったところで八年後にはカミルが成人し、アザレーは摂政を解任される。

　それからは直接に宰相がカミルを補佐し、アザレーはいっさい口出しできなくなる。あのちゃらんぽらんなブルーノが、宰相の息子というだけで重臣となって国政にかかわるというのに。

　それがわかっているからブルーノはアザレーをことあるごとに貶め、絶対的な優位を示そうと躍起になり、さらには自分の地位を権威づけるためのお飾りとしてアザレーを妻にしようとしつこく迫ってくる。

　そんなことはとっくにわかっているのだ。

　このままでは、摂政解任と同時に強引にブルーノと結婚させられてしまうかもしれない。そのための『既成事実』をいつ作られてもおかしくない。そんな窮地に陥ることを恐れ、焦る気持ちは確かにあった。

　だから、ヴァルターが自分を情人にしろよと迫ったとき、憤慨しつつもどこかでその提案に飛びつきたくなったのかもしれない。

　ブルーノとヴァルター、どちらか選べと言われたら、一瞬たりとも迷いはしない。

　ブルーノとは幼なじみだが、昔から虫が好かなかった。言動は粗暴だし、ズルをしたり人を出し抜くことばかりに長け、それを悪いとは微塵も思わない傲慢な人間だ。

　その点ヴァルターは、初恋の王子様と同じ黒髪、蒼い瞳で好ましい。多少態度は大きいけれど、実力に見合ったレベルだし、じゅうぶん容認できる範囲内である。

（顔立ちも似通っている……のかしら？）

　七つのときに会ったのが最後で、十二年も経てば記憶はかなりおぼろだった。肖像画もない。

　ヴァルターへの恋心を自覚すると、さらに面影はごちゃごちゃになって、クルト王子が成長した姿を想像するとそのままヴァルターになってしまう。ニヤリと笑う無頼漢を思い浮かべてアザレーは眉間にしわを寄せた。

（クルト王子があんな不遜な笑い方をするわけないわよ……）

　それはもう、うっとりするほど素敵な、颯爽たる王子様だったんだから。

　はぁ、と溜息をついてぐりぐりとこめかみを押す。

　軽食が運ばれてくると、アザレーは意を決してヴァルターを探して呼んでくるよう申しつけた。しかし、ほどなく戻ってきた召使は彼の姿が見当たらないと報告した。

（ま、まさか、わたしに見切りをつけて出ていっちゃったの!?）

　アザレーは食べかけの軽食を放り出し、大慌てで中庭の練兵場へ駆けつけた。

「ハンス！　ヴァルターはどこ!?」

　目についた守備隊長に向かって叫ぶと、彼は驚いて振り向いた。

「姫？　どうなさいました」

「ヴァ、ヴァルターに、は、話が、ある、のよ……っ」

　息を切らす王女に目を丸くしながら守備隊長は答えた。

「ヴァルターどのでしたら、客と面会中です」

「きゃ、客……？」

　思いも寄らぬことを言われてアザレーは面食らった。彼がここに滞在して十日足らず。ずっと流浪していたようだし、訪ねてくる人がいるとも思えないが……。

「客って誰？」

「さぁ……。まだ若い男です。ヴァルターどのと同じくらいかと」

「やっぱり剣士？」

「そのようですな。旅支度で剣を背負っていましたから」

「どこで会ってるの？」

「城壁のほうへ行きましたよ。あまり親しそうな雰囲気ではありませんでしたね。どちらかというとヴァルターどのは迷惑そうでした」

「ふぅん……。ちょっと見てくるわ。あ、カミルは？」

「弓の稽古をなさっています」

「そう、後で見に行くと言っておいて」

　アザレーは守備隊長が示したほうへ急いで歩きだした。

　城壁に沿ってしばらく行くと、向き合って話しているふたりの人物が見えて来る。

　手前に見える広い背中はヴァルターだ。ちょうどそこは傾斜地で、アザレーの位置からは彼と向き合う客の姿はよく見えない。ヴァルターより少し背が低いようだ。

　盗み聞きするつもりはないけれど、ここへ腰を落ち着けてまもないヴァルターにどんな客があるのかと、好奇心からアザレーは物陰に身を隠しつつそろそろと近づいていった。

　ふたりとも周囲を憚はばかるように低い声でぼそぼそと喋っているうえ風向きのせいでよく聞こえない。客は時折、手を広げたり振り回していた。何か熱心に訴えかけているようだ。対してヴァルターは、腰に手を当てて煩わしそうにかぶりを振っている。

　ますます好奇心を掻き立てられ、アザレーは隠れ場所から身を乗り出した。同時にふたりの立ち位置が少し変わり、客の姿がよく見えるようになる。

　それは燃えるように赤いくせ毛の男で、年齢はヴァルターと同じくらいか少し下のようだ。背丈は彼より頭半分ほど低いが、そのぶん横幅がある。太っているのではなく、がっちり体型で、若干がに股ぎみ。

　顔立ちは男前とは言い難いが、飛び出し気味の目が大きいせいか愛嬌が感じられる。

　と、そこでアザレーは妙な既視感を覚えた。

（なんだか見覚えがあるわ……）

　あのにんじんみたいな赤毛と薄茶色の出目を、確かにどこかで見た。それもごく最近。

　でも、最近見知った人物と言えばヴァルターくらいで──。

　ハッとしてアザレーは男の顔の鼻から下を想像の髭で覆ってみた。真っ赤な、もじゃもじゃの──。

「…………!!」

　反射的に物陰から飛び出し、アザレーは男に指を突きつけて叫んだ。

「あのときの狼藉者────っ」

　間違いない。髭を剃って頭髪もこぎれいに刈ってあるが、森でアザレーを襲った盗賊団の一員だ。後ろのほうにいても、あの赤毛と大きな出目、もじゃもじゃ髭はやたらと印象に残っている。最初に目についたのもこの男だった。

　アザレーの叫び声に男はギョッと目を剥き、弾かれたようにヴァルターが振り向く。その瞬間、稲妻のようにアザレーの脳裏にとある考えが閃いた。

　最初から仕組まれていたのだ。

　まずは盗賊がアザレーを襲い、偶然を装ってヴァルターが助ける。あのときアザレーは半分気絶していたので戦いの様子は見ていない。きっと適当に剣を打ち合って、それらしい捨て台詞を吐いてさっさと引き上げたのだろう。

　そしてヴァルターは世間知らずのアザレーに取り入って城に入り込み、頃合いを見計らって仲間を手引きする──。

「あ……あなたも盗賊団の一味だったのね!?」

　眉を逆立ててアザレーが怒鳴ると、『は？』と目を瞠ったヴァルターは渋い顔になって両手を突き出した。

「ちょっと待て。まずは落ち着け」

「落ち着いてなんかいられないわよ！　わたしを騙した──いいえっ、利用したんだわ！」

「アザレー」

「なれなれしく呼ばないで！　やっぱり犯罪者だったのね!?」

　ヴァルターの瞳に傷ついた色が浮かんだが、憤激で我を忘れたアザレーに気遣う余裕などない。

「出てって！　あなたなんかクビよ！　金輪際、顔も見たくないわっ」

「ちょ……待てよ！　待てって、アザレー！　俺は──」

　脱兎のごとく走り出したアザレーを慌てて追いかけるヴァルターを、赤毛男が慌てて呼び止めた。

「頼むよ、ヴァルター。俺の就職に口きき……」

　走りながら肩ごしに振り向いたヴァルターが、ぼそりと吐き捨てる。

「……殺す」

　ドスの効いた声に、赤毛男は縮み上がった。ヴァルターが走り去ると、男は肩を落としてぼやいた。

「あーあ。床屋に行ってきたんだが、やっぱバレたか……」

　溜息をついて所在なげに辺りを見回した男は、頭を掻きながら歩きだし、数歩と行かないうちにふと顔を上げるとすばしこく物陰に身を潜めた。見た目からはちょっと想像のつかない敏捷さだ。

　男はアザレーとヴァルターが走っていった二重城壁の間の通路を用心深く窺った。そこを忍び足で下りていく人影がある。その人物が左手で掴んでいるものに男は眉をひそめた。

　うっすら髭が伸び始めた顎をさすり、おもむろに頷いたかと思うと、男はするりと物陰から滑り出た。



「待ってくれ、アザレー！」

　懇願に振り向きもせず、アザレーは無我夢中で走った。動転するあまり、元来た練兵場のある中庭ではなく城の裏手へと続く通路に入り込んでしまったが、それに気付くこともなくドレスの裾を摘んで一心不乱に隘路を走り抜け、階段を駆け下りる。

「アザレー！」

　石階段を二段飛ばしに駆け下りた男が、強引に手首を掴んだ。

「離して！」

　アザレーは悔し涙を浮かべながら力任せに腕を振り回した。抵抗を巧みにあしらいつつ、ヴァルターが懸命に訴える。

「頼む、話を聞いてくれ。ちゃんと説明するから──」

「嘘つき！」

「嘘はついてない。なぁ、頼む。説明させてくれ。話を聞いて、それでも出て行けというならそうする。この足ですぐに出て行くよ。だから、話を聞いてくれ」

　切々とした口調に、激しく波立っていた心持ちが次第に落ち着いてくる。

　アザレーは暴れるのをやめ、むすっとそっぽを向いた。

「……痛いわ。手、離して」

「すまん」

　パッとヴァルターは手を離し、両手を掲げたまま二、三歩後退あとずさった。顔をそむけたままでいると、さらに数歩、距離を取る。

　そこで彼は溜息をつきながら片手で顔をこすった。

「最初に言っておくが、俺は盗賊団とは一切関係ない」

「でもあの男は──」

「説明する。まずは聞いてくれないか」

　なだめ口調に顔を赤らめ、腕を組んで彼を睨む。

「──いいわ。聞きましょう」

「ありがとう。──あの男は名をドムといい、かつて同じ剣闘士団に属していた」

　目を瞠るアザレーに、ヴァルターは口許をゆがめた。

「そういう意味では、確かに俺たちは仲間だった。だが、俺は奴よりも先に剣闘士団を抜け、それ以来ずっと会ってなかったんだ。特に親しかったわけでもないしな。先日の盗賊団に奴が混ざってることには気付いてた。ドムは俺を見るなり逃げ出したよ。あいつは俺に勝ったためしがなかったからな。それで盗賊どもが浮き足立ってくれたから、だいぶ手間が省けた」

「……盗賊じゃ、ないの……？」

「だから違うって」

「じゃ……じゃあどうして烙印を押されたの？　烙印は……咎人の証よ」

　思い切って尋ねると、彼は顔をゆがめた。

「俺は……売られたんだ。両親を殺した男に」

「……っ」

　アザレーは息をのみ、口許を押さえた。

「俺は奴隷として剣闘士団に売られ、無理やり烙印を押された。十五になったばかりで……烙印を押されるような悪事を働いたことなどなかったのに」

「だったらどうして──」

「俺を売った男が、それを望んだのさ。一生消えない罪人の証を刻みつけ、最下等の奴隷として這いずり回り、なぶり殺しにされるように……と」

　絶句するアザレーを見据え、彼は淡々と告げた。

「俺は罪人じゃない。……確かに何人も殺した。生き延びるために。そうしなければ俺が殺されてた。俺が売られた剣闘士団は、裏で違法な闇試合をしていたんだ。そこでは表の興行と違って、一方が死ぬまで闘わされる。どちらが生き残るか賭けるのさ。表の見物料よりずっと儲かる。俺が出されたのはそっちのほう」

「そんな……ひどい……」

「人間同士だけじゃなく、猛獣とも闘わされる。俺も最初は前座として熊と闘わされた。一分ももたずに殺されるというのが大方の予想だったが、あいにく俺は剣の稽古をそれなりに積んでいてね。苦戦はしたが、勝った。……あのときの凄まじい罵声の嵐。生涯忘れられそうにない」

　それからもヴァルターは勝ち続けた。余裕で勝てたわけではなく、ぎりぎりの辛勝続きだったが、次第に力をつけていった。

　彼は三年間、闇試合で生き延びた。一年ももたない者がほとんどの世界で。いつか必ずここを抜け出し、両親の仇を討つ。そのために日々技を磨き、身体を鍛え、感覚を研ぎ澄ました。

　やがて、剣闘士団を所有する興行師が彼の成績に目を留めて表の興行──正規の剣闘士試合に出すようになった。実力はもとよりヴァルターは容姿にも恵まれていたため、人気者になれば試合以外でも儲けが見込めると踏んだのだ。強くて美形の剣闘士はたいそうもてはやされる。

「ドムと出会ったのは、そこでのことだ」

　興行師の思惑どおり、彼は勝ち続けた。筆頭剣闘士まで上り詰めれば引退して奴隷身分を脱することができる。

　正式興行では闇試合と違って死ぬまで闘わされることはないが、負ければ順位が下がる。みっともない負け方をすれば怒り狂った観客の要求に応じて殺される場合もあるのだ。

　文字どおり命懸けの闇試合で勝ち続けたヴァルターは、凄まじく強かった。表の興行では公平を期すため同じくらいの体格の相手が選ばれるが、そんな気遣いなど一切ない闇試合ですでに彼は多くの経験を積んでいた。

「……そうやって自由の身に？」

「いや。残念ながら、二年かけてどうにか次席まで登ったところでまたも売り飛ばされた。どうしても俺を欲しいという物好きが、興行主に大金を積んでね。ドムとはそのとき以来会ってなかった。さっきの話では、奴もどうにか生き延びて自由を獲得したそうだ。しかし剣奴上がりは自由民になっても結局最下層。食い詰めた挙げ句、背に腹は替えられず盗賊団に加わったんだとか」

　森で偶然ヴァルターと遭遇し、反射的に逃げを打ったドムは、仕方なく加わった盗賊団にもほとほと嫌気が差し、どうにかしてまっとうな職に就きたいと切望していたところだった。盗賊団をやり過ごしてアーダルベルトへ舞い戻り、ヴァルターが剣術指南役として城に仕えていることを知って、昔のよしみで何か仕事を世話してもらえないかと訪ねて来たのだ。

　ヴァルターは皮肉な笑みを浮かべた。

「ドムはお偉いさんが俺の庇護者パトロンになったことを知ってたから、その伝つてでアーダルベルトに雇ってもらえたんだと思ったらしい」

「伝って誰の？　紹介状は持ってなかったでしょ？」

「シルギス皇子だ」

　無造作な答えにアザレーは目をぱちくりさせた。

「シルギス皇子……？　──え……え……!?　ま、まさか、帝国皇太子の……!?」

「ああ。そのシルギス皇子さ。当時はまだ、何人もいる皇子のひとり、なかでもかなり劣勢だった。それでも諦めきれなかったんだな。皇子は、自分が皇太子になれるよう力を尽くせば俺を奴隷身分から解放すると約束した。口約束では信用できないと言うと、署名入りの念書を作ってくれた」

　腹を括り、五年間、皇子のために働いた。並居る兄弟を次々に追い落としシルギス皇子はついに皇太子の地位を手に入れた。皇子は約束どおりヴァルターを奴隷身分から解放し、帝国自由民の身分を与えた。

　しかし両親の仇を討つことはできなかった。

「どうして!?」

「そいつはすでに死んでいたんだ。皮肉なことに、そいつを殺したのはシルギス皇子だった。もちろん自分で手を下したわけじゃなく、部下にやらせたんだが」

「あなたに代わって……ってこと？」

　ヴァルターは広い肩を揺らし、かすれた笑い声を上げた。

「単に邪魔だから始末しただけさ。俺の国は帝国の侵略を受け、併呑されて消滅した。今では帝国の一地方だ」

　どくんとアザレーの鼓動が大きく跳ねた。どこかで聞き覚えのある話だ。

　政変により皆殺しにされた王家。

　帝国軍の侵攻で消えた国。

　──死んでしまった、わたしの王子様。

（まさか……？　いいえ！　そんなはずないわ……！）

　帝国に侵略されて滅亡した国は他にもたくさんある。いくつもの国が、王家が、跡形もなく消えていった。

　強くかぶりを振り、アザレーは懸命に頭を整理した。

「それじゃ、シルギス皇子はあなたの敵……なの？」

「祖国を侵略したという意味では敵だな。だが、両親を殺した男を処刑してくれたわけだから、ある意味恩人とも言える。できれば俺がこの手で仇を討ちたかったが……。皇子は命乞いをする男から俺のことを聞いて、生死を確かめに来たんだ。お忍びで試合を見物し、これは使えそうだと俺を買い取ることにした」

「助けに来たのではなく？」

「まさか。併呑した国の元王族なんぞ、助ける価値はないさ。シルギス皇子はただ興味を惹かれただけ。剣闘士団に売り飛ばされた小国の王子がどうなったのか、ひとつ確かめてみるかと酔狂を起こした。どうせとっくに死んだはず。だが、もしも生き延びていたら……そいつは使えるかもしれないぞ、とね」

　他人事のように呟いて凄惨な微笑を浮かべるヴァルターを、アザレーは声をなくして凝視した。

　どくん、どくん、と鼓動が胸を内側から乱打する。

　そんな、まさか。

　ありえないわ。

　……でも。

　似て、いる──。

　艶やかな漆黒の髪も。

　吸い込まれそうな蒼い瞳も。

「────クルト王子……なの……？」

　かすれた囁き声を、ようやく絞り出す。

　ヴァルターは黙ってアザレーを見返した。いっさいの感情も表情も消えたその顔は、まるで彩色されたデスマスクのよう。少年の瞳で輝いていた伸びやかで無垢な光は、もうそこにはない。

　今目の前に佇んでいるのは、幼いアザレーが恋した少年ではなかった。彼の瞳にあるのは、血みどろの死闘を命懸けで制してきた生存者だけが持つ、苦渋に満ちた昏くらい光だ。

　だがそれを、何よりも愛しく感じる自分がいる。

　彼が何者であっても。クルト王子であろうとなかろうと、そんなことは一切関係なく。

「……ヴァルター。わたし、あなたが……好きよ」

　囁いた瞬間、仮面のようだった彼の表情にひびが入った。

　蒼白になった唇が震え、奇妙にねじ曲がる。それは苦悶の末に、ようやくかすかな微笑のかたちを取った。

　アザレー……と、吐息が名を紡いだ、瞬間。

　ヒュッと空を切る音がしたかと思うと、彼の身体が凍りついたように硬直した。

　ヴァルターが前のめりに傾いでいくのを、アザレーは目を見開いて呆然と見つめた。

　ドサリ、と倒れた彼の背に、一本の矢が突き刺さっている。

　絶叫が、アザレーの喉から迸った。





	
			第四章

「ヴァルター──！」

　悲鳴を上げて駆け寄ろうとすると、飛来した矢が足元に突き刺さる。たたらを踏んだアザレーは、弓を構えながら近づいてくる人物に目を瞠った。

「ブルーノ!?　どうしてこんなことっ……」

「帝国の間諜スパイを始末してやったんだ。感謝してほしいね」

　こともなげに笑い、ブルーノは爪先でヴァルターの脇腹を無情に蹴った。倒れ伏したまま、彼はぴくりとも動かない。

　気を失っているのか、それとも……？　最悪の予想をアザレーは全身全霊で否定した。

　一刻も早く手当てしたいのに、ぴたりと矢で狙われていて動けない。この距離で外すとは思えないし、悔しいがブルーノは弓矢の腕前だけは文句のつけようがないのだ。それ以外は文句の他はつけようがないと言うのに！

「彼は間諜スパイじゃないわ！　ガラテアのクルト王子よ！」

「くだらない。クルトはとっくに死んでる」

「生きてたの！　王位を奪った伯父に売られたのよ！　帝国の剣闘士奴隷として──」

「ふん、偉ぶっててもしょせんは女だな。その場しのぎの大ぼらを真に受けて」

「あなたなんかと一緒にしないで！」

「なんだとぉ……」

　ブルーノの顔が醜くゆがむ。彼は弓弦ゆんづるをぎりぎりと引き絞った。

「生意気な馬鹿女め。おとなしく言うこと聞かないからこんなことになるんだ」

「馬鹿はどっちよ!?　王女を殺してただですむと思う!?」

「──ご心配なく。あなた様を殺すのは『帝国の間諜スパイ』ですから」

　ブルーノの背後からゆっくりと近づいてくる宰相を、アザレーは信じられない思いで見つめた。

　ディラク宰相は息子の傍らに立ち、にっこりと微笑んだ。笑っているのは口許だけ。その気取った笑みさえ、口端がつり上がればたちまち下劣な品性が露呈する。

「何を言ってるの……」

「こういうことです。これなる帝国の犬は、アーダルベルトを攻略すべく、王女に取り入って城に入り込んだ。それに気付いた王女に責めたてられ、口をふさいだところを我が息子が討ち取った。残念ながら王女を救うことはできませんでしたが……」

　宰相は嘆かわしげにかぶりを振り、大きな溜息をついた。ブルーノがにやにやしながら一歩前に出る。

「動くなよ。一発で心臓を射抜いてやるから。そうしたら矢を引っこ抜いて、こいつの剣を改めて傷口に刺し通す。こいつの手に血まみれの剣を握らせれば一丁上がりだ」

「後は我々が万事うまく取り計らいますので、どうぞご心配なく」

「……まさか、最初からそのつもりで……!?」

　くくっと宰相は喉を鳴らした。

「あなた様がおとなしくお飾りの摂政でいてくだされば、もう少し生かしておいてもよかったんですが」

「とっととの僕のものになれば長生きできたのに、ほんと馬鹿だよなぁ」

　いたぶるように狙いを動かしながらブルーノが嘲る。彼は倒れたヴァルターの肩を執拗に何度も蹴った。

「こいつも馬鹿だ。わざわざ戻ってこなければ死なずに済んだってのに」

「……!?」

「ブルーノ」

「いいじゃないですか、父上。この生意気女を妻にして、きっちり躾けてやる計画がパァになってしまった。せめて絶望の表情くらい堪能したい」

　残酷な言葉を吐いて舌なめずりする息子を咎めもせず、宰相はやれやれとでも言うように肩をすくめた。

　アザレーは呆然と父子を眺めた。

「知ってたのね、彼がクルト王子だってこと……。いいえ、その前から知ってたんだわ！　彼が生きていること……、奴隷として帝国に売られたことも、知ってたんでしょう……!?」

「ガラテアのホルツ公──クルト王子の伯父上とは親しくしておりましたのでね」

　悪びれもせず宰相は答えた。

「友人として、彼の治世が長続きすることを願っていたのですが、残念ながらわずか数年後に帝国軍に攻め入られ、併呑されてしまった。──ま、それもよい教訓になりましたよ。急いては事をし損じる、とね」

　にぃ、と宰相が口端を吊り上げる。

「実を言いますと、アザレー様の兄上、シュテファン王子が病でお亡くなりになったとき、私はかなり期待したのです。自分が次期国王になれるのではないか、と……。数代遡れば私の先祖は王弟ですからね。アーダルベルトでは女子の王位継承は認められない。女系も同様。つまり、王女しかいなくなった時点でその王統は終わりということだ」

「終わってないわよ、カミルがいるもの！」

　アザレーは憤激して叫んだ。

「当時はおられなかった。そして、王妃様はすでにお亡くなりだった。ならば……と私が期待するのも当然ではありませんか？　あのとき先代国王が私を後継者に指名し、あなたとブルーノを婚約させていれば、何もかもうまくいったのですよ」

「勝手なこと言わないでよ、冗談じゃないわ！」

「勝手はどっちだか。先代国王は自分の王統を維持することに固執して、新たな王子を設けるために再婚した」

「違うわ！　お父様は──」

　アザレーは父との遣り取りを思い出して絶句した。



　不治の病で跡継ぎを亡くして悲嘆にくれていた父は、ある日娘を呼んで尋ねた。

『私が新しいお母様を迎えたら、おまえは怒るかい？』

　すっかりやつれてしまった父の顔をしばらく見つめ、『怒りません』とアザレーは答えた。

　もちろん、歓迎する気分にもなれなかったが、新しい世継ぎの男子が必要なことはアザレーにもわかっていた。このままでは王族である宰相が王嗣となり、いずれはその跡を息子のブルーノが継いでアーダルベルトの国王になる。

　それはいやだ。

　以前から好きではなかったが、彼は兄が亡くなって悲しみにくれるアザレーを慰めるどころか、いずれ自分がこの国を継ぐのだからとっとと自分の嫁になれ、などと偉そうに命じたのだ。頭に来たアザレーは返事の代わりにブルーノの顔面に拳骨を見舞ってやった。

　あんな奴が国王だなんて、考えただけで虫酸が走る。だが、それ以上に父が心配だ。ただでさえ母を亡くしてがっくりきていた父は、息子の死で立ち直れなくなるかもしれない。

　アザレーとて母や兄を亡くしたのはすごく悲しい。せがんで、ねだって、やっと婚約させてもらった初恋の王子様も、政変に巻き込まれて死んでしまった。

　もうこれ以上、誰かが死ぬのはいや。せめてお父様には元気で長生きしてほしい。

　新しいお母様を迎えれば、きっとお父様も元気を取り戻してくださるわ──。

　だから父の再婚を承知した。父は何人もの未亡人や令嬢と見合いをしたが、必ずその場にアザレーを同席させた。せめて娘と気の合いそうな女性を選ぼうとしたのだ。

　結局、父はまだ若く、物静かな子爵令嬢を後添えとした。

　アザレーにとって彼女は母というより姉のような存在だった。しっかりした、いい人だった。彼女と再婚して父は少しずつ元気を取り戻した。アザレーも彼女が好きだった。やがてカミルが生まれ、父もアザレーも心から喜んだ。

　やっと、穏やかで幸福な日々が戻ってくる。そう思い始めた、矢先。

　アザレーは父と継母を馬車の横転事故で同時に亡くした。



「……お父様が再婚したのは、わたしが勧めたからよ」

「ちぇっ、余計なことを」

　ブルーノが鼻にしわを寄せて舌打ちする。宰相がわざとらしく溜息をついた。

「まったくだ。おわかりですかな？　アザレー様。あなたが余計なことをしたせいで、死人が増えたのですぞ」

「どういう意味……」

　ハッとしてアザレーは宰相を凝視した。

「何かしたの……？」

　宰相は薄笑いを浮かべたまま答えない。だが、その残酷な笑みがすべてを語っていた。

「馬車に細工したのね！　事故を起こすように──」

「はて、なんのことやら。何か証拠でもございますかな？」

　唇をふるわせるアザレーに嗜虐心をあおられたか、宰相はしたり顔で囁いた。

「調子に乗って予備スペアなど作られてはかないませんからなぁ」

「俺の子ならいくらでも産ませてやったのに。そうすれば父親の血筋を残せたのに残念だったな」

　ニヤニヤとブルーノが下卑た笑みを浮かべ、しつこくヴァルターを蹴りながらうそぶいた。

「あっというまにこいつを銜くわえ込んだから、てっきり正体に気付いているのかと思ったが……。水を向けても無反応だ。お固いふりしてとんだ尻軽女だな。こんなことならさっさとものにしとけばよかった」

　あまりに下劣な物言いにアザレーは唖然とした。

　しかし、ブルーノはアザレーよりも先にヴァルターがクルト王子だと気付いていたらしい。

「……どうしてわかったの？　クルト王子とは親しくなかったはずよ」

「気に食わない奴だったから、かえってよく覚えてたのさ。年も近いしな。いきなりしゃしゃり出てきて、俺のものを横取りした盗人野郎だ」

「誰が誰のものですって!?」

「あなたはご記憶でないようだが、彼は父王によく似ていますよ。もっとも、それがわかるのはアーダルベルトではもはや私くらいでしょうけどね」

　気取った口調でも表情は下種な息子にそっくりだ。宰相はにんまりと狡猾な笑みを浮かべた。

「お喋りが過ぎたようですな。どうぞあの世で不運な婚約者と結ばれてください。カミル王子も遠からずそちらへ行かれるでしょう」

「カミルまで殺す気……!?」

「当初の計画ではあなたとカミル様も馬車に乗るはずだったんですがねぇ。なかなか計画どおりには行かないものだ。あまり人死にが続くと怪しまれるので、しばらく生かしておくことにしたのですよ。六年経ったし、そろそろいい頃合いでしょう。……そうですな、カミル王子の死も帝国の間諜スパイの仕業……遅効性の毒を盛ったとか……にすれば、王女あなたの死と整合性が取れる。間諜スパイを討ち取った我が息子を、誰もが見直すことでしょう」

　ブルーノが得意そうに顎を反らす。

　宰相がこんな親馬鹿とは知らなかった。それとも馬鹿な子ほど可愛いのか。

「帝国への反感をあおって自分の地位を固めるつもり？　ガラテアの二の舞になるわよ!?」

「さいわいにも我が国はガラテアと違って帝国にとって大した旨みがありませんからね。地形的にも攻略が難しい。独立を守りながらうまく立ち回りますのでご心配なく。あなたが知ったかぶりの口出しをしなくなれば、今までよりもずっとうまくやれますよ」

　カッとなって宰相を睨む。宰相は涼しい顔で平然と息子に命じた。

「さぁ、ブルーノ。王女様をあの世に送ってさしあげろ」

「父上。その前にちょっとだけ楽しんではいけませんか？　いけすかない奴に寝取られたままじゃ後味悪くて。こいつが乱暴したことにすればいいし」

　ブルーノが甘ったれた口調でとんでもないことを言い出す。しかし、いくらひどい親馬鹿宰相でも、さすがに許可しなかった。

「諦めろ。隙をついて騒がれるとまずい。今すぐ殺すのだ」

「ちぇっ、残念。──最後にいい思いをさせてやれなくて悪いな。だがそれも全部おまえの自業自得だ」

　ぬけぬけとほざいて弓を構え直したブルーノは、見せつけるようにヴァルターの亡骸なきがらを足で踏みつけ、卑しい冷笑を浮かべた。

　ギリリと弓が鳴る。反射的にアザレーは拳を握り、ぎゅっと目を閉じた。

　いっぱいに引き絞られた弦が放たれようとした、刹那。

「わぁあ!?」

　裏返った叫び声とともにブルーノがひっくり返った。

　それまで足蹴にされたままぴくりともしなかったヴァルターが突如跳ね起き、同時にブルーノの足を掴んで思いっきり振り回したのだ。放たれた矢はふらふらと揺れながらあさっての方角へ飛んでいった。

　一気に形勢逆転したヴァルターが、ブルーノの胸ぐらを頑丈な革長靴ブーツでどかりと踏みつける。彼は皓しろい犬歯を覗かせてニヤリとした。

「奇遇だな。俺も最初からおまえが気に障って仕方がなかった」

「く、くそ」

　ブルーノは感心にも握りしめたままでいた弓に、どうにか矢をつがえようともがいたが、すらりと大剣を引き抜いたヴァルターが弓ごと彼の左手を殴りつけた。斬るのではなく、思いっきり刀身を叩きつけたのだ。

「ぎゃああ──っ」

　絶叫が上がる。弓を取り落としたブルーノの左手は、ありえない角度で折れ曲がっていた。

「腕ごと斬り飛ばしてやってもよかったんだぞ」

　冷然と言い捨て、ヴァルターは地面を転げ回るブルーノを無感動に眺めた。愕然としていた宰相は、冷ややかな視線を向けられるや否やすくみ上がり、泣きわめく息子を顧みることなく全速力で逃げていった。

「……親馬鹿じゃなく馬鹿親だったか」

　肩をすくめたヴァルターに、アザレーがぶつかるような勢いで抱きつく。

「おっと」

「生きてたのね！　でもどうやって……？」

　背中を探るとシャツとその上に着た黒いジレには確かに穴が空いていた。足元には彼の背に刺さったはずの矢が落ちているが、矢尻に血はついていないようだ。

「ど、どういうこと……!?」

　ニヤリとしたヴァルターがシャツの襟元をゆるめる。シャツの下に彼は白銀の薄い胴衣を着込んでいた。ごく薄い鎖帷子くさりかたびらのようだが……。

「帝国でも滅多に出回らない、エステラン鋼で作られてる。シルギス皇子が餞別にくれた──というか、押し貸しされた。これのおかげで命拾いしたら返礼しろ、なんてぬかしてな」

「……聞いたことあるわ。なんでも、すごく軽くて丈夫で、弾力性もある不思議な金属だって」

「実際は金属じゃなく、特別な蚕の吐く糸らしいぞ。詳しいことは俺にもわからんが……。ともかく、礼をしないといけなくなった。くそ、面倒だ」

「仕方ないわよ、これを着ていなかったら危なかったわけでしょう？」

「ブルーノが背後から狙っていることには気付いてた。避けてもよかったが、この機会にいろいろ白状させられるかと思ってな」

　矢が当たって倒れる瞬間、背筋で矢尻を挟み込んで落ちないようにした。そして死んだふりをしてブルーノに足蹴にされながら、彼が得々と喋るのをすべて聞いていたのだ。

「間諜スパイ……じゃ、ない……わよね……？」

　おそるおそる尋ねると、彼は苦笑した。

「違うよ。約束どおり、皇太子は俺を奴隷身分から解放してくれた。これを押し貸しするあたり、完全に手放す気はなさそうだが……。ともかく俺は自由民だ」

「クルト王子……なのね……？」

「だった……というべきだな。ガラテアは独立国としては消滅してしまった。たとえ伯父による政変がなかったとしても、もう王族は名乗れない。帝国自由民というのが今の俺の身分だ」

「そんなことはどうだっていいのよ！」

　アザレーはふたたびヴァルターに抱きついた。

「わたしが好きなのは、今ここにこうしているあなたなんだから……！」

　ヴァルターはアザレーを抱きしめようとして迷い、そっと肩に手を置いた。

「……俺はもう、きみに何もあげられない。王国も、王妃の身分も」

「そんなものいらない。ただあなたがずっと側にいてくれれば、それがわたしの王国よ」

　アザレーは顔を上げ、ヴァルターを見つめた。彼の蒼い瞳を。

　どれほど運命の激変に翻弄されようとも、アザレーに向けられる瞳は変わることなく真摯で誠実だ。

「……ずっと側にいてくれる？」

「きみがそう望むなら」

　絡ませた指に、ヴァルターは愛おしげに唇を押し当てた。

「わたしが望むのはそれだけよ」

　囁いてアザレーは彼に接吻した。あたたかな唇。重ねるたびに想いがあふれだす。

　抱き合って何度もくちづけを交わすふたりの背後で、ごほんと咳払いがした。

　振り向くと、元盗賊の赤毛男──ヴァルターの剣闘士仲間だったドムが、真っ青な顔で硬直する宰相に剣を突きつけていた。

　その足元には、いつのまにか逃げ出していたブルーノがうずくまり、涙と鼻水にまみれて呻いている。

　ドムは引き攣りぎみの愛想笑いを浮かべながら、そろりとふたりを窺った。

「えーと。これで諸々チャラにしてもらえ……ない、かな……？」

　アザレーは腕を組み、恐縮しきって下手に出る赤毛男を睥睨へいげいした。

「考えてみるわ」

　微笑んでヴァルターがアザレーの肩を抱く。

　ドムは信じられないものを見た……とでも言いたげに出目をぱちくりさせ、かつて帝国で無敗を誇った最強にして最凶の剣闘士の知られざる一面を、感心顔でしげしげと眺めたのだった。



　その夜、やっと事態が収束して自室に引き取ったアザレーは、寝台でヴァルターの肩にもたれて深い溜息をついた。

「疲れただろう」

「少しね」

　素直に答え、アザレーは微笑んだ。

「明日から大変だわ。さっそく新しい宰相を選ばないといけないし、あのふたりの取り調べや裁判……考えただけで目が回りそう」

　宰相とブルーノは別々に牢に入れられている。ふたりにはいずれ極刑を課さねばならないだろう。気が重いがやむを得ない。

　宰相が事故を装って先代国王夫妻を殺害したことが明らかになり、アーダルベルトの王城には激震が走った。二代にわたって忠実に仕えてきた宰相が、まさか王位簒奪を企んでいたとは……。

　皆、信じられないと顔を見合わせたが、王女の目の前で自ら得々と語って聞かせたからには疑いの余地はない。

　隣国での政変と帝国による併呑を目の当たりにし、宰相は用心深く計画を進めていた。これまでちらりとでも野心を覗かせることはなかったから、もしも彼の思惑どおりに事が運んでいれば疑惑を抱く者は誰もいなかっただろう。

　軽はずみな息子がうっかり口を滑らせても、それで父親が疑われたことは一度もない。ブルーノの大言壮語には皆慣れっこで、また大ぼらを、と話半分以下にしか聞いていなかったのだ。

　アザレー自身、政治の主導権を握られていることにモヤモヤしつつ、まさか宰相が自ら王位に就こうとしているとは思いもよらなかった。しかも彼は国庫の金を着服し、王族に責任転嫁していたのだ。

　そんな男を疑いもせず従っていたのだから甘いと言われても仕方ないが、提言は適切なものに思えたし、何より父の代から宰相を務める彼のことを信用していたのだ。

　もうひとつの事実──旅の剣士ヴァルターが実はガラテアの王子であったことも皆を驚かせた。特に守備隊の面々は、彼が伯父の手で剣闘士団に売られたことに大きな衝撃を受け、同時に彼が桁外れに強い理由を知って、なんともいえない顔つきでヴァルターを見つめた。

「できるだけ俺も手伝う。といっても、腕っぷし以外ではたいして役に立たないだろうが」

「そんなことないわ。あなたがいてくれるだけで心強いもの」

　ヴァルターは微笑んでアザレーに接吻した。

「……わたしね、ずっとあなたに──クルト王子に──謝りたかったの」

「謝る？　何を」

　怪訝そうなヴァルターから視線をそらし、うつむいて唇を噛む。

「わたしのせいで、あなたは死んでしまったと……思っていたから……」

　絶句したヴァルターは、焦ってアザレーの顔を覗き込んだ。

「どうしてアザレーのせいになるんだよ」

「わたしがわがままを言ったせいで捕まって、殺されてしまったんだと思ったのよ！」

　意を決し、アザレーは顔を上げた。

　不思議そうなヴァルターの目を見つめ、心の内に長年しまい込んできた思いを訥々とつとつと話し始める。

「わたしの八歳の誕生祝いよ。あなたは怪我したので行けないって、手紙をくれたでしょう？　手作りの……木彫りの小鳥と一緒に」

「ああ、そうだった。小さなお姫様はご機嫌を損ねて、小鳥を送り返してきた。誕生日に間に合わなくてもいいから自分で持ってきて、と」

　ヴァルターは懐かしそうに笑ったが、アザレーはいたたまれなくなって唇をゆがめた。

「……後で聞いたの。クルト王子はアーダルベルトへ向かう途中に襲われたんだって。わたしに誕生祝いを届けるために、無理をして……怪我が治っていないのに……。そのせいで逃げられなかったんでしょう……!?」

「アザレー」

「わ、わたしが、あんなわがままを言わなければ……、あなたは両親と一緒にお城にいて……守られて……安全だったはずなのに……っ」

「それは違う」

　ヴァルターはアザレーの肩を掴んで軽く揺すった。

「俺が捕まったのは怪我のせいじゃない。休憩中に小鳥の手直しをしていたら、いきなり後ろから殴られたんだ。気付いたときにはもう縛り上げられて運ばれていた」

　呆然と見返すアザレーに、昏い瞳で彼は頷いた。

「殴ったのは買収されていた側仕えのひとりだ。俺は、わけのわからないまましばらくどこかに監禁されていて……、やがて伯父がやってきて王位を自分のものにしたと尊大な口調で告げた。そして、両親はすでにこの世にない……と。俺も殺すつもりだったが、剣奴として帝国に売ることにしたと言った。そのとき初めて、俺は伯父に憎まれていたことを知ったんだ」

「どうして……？」

「さぁ、どうしてだろうな。あのときも今もわからないままだ。ガラテアが滅び、伯父が死んで……永遠にわからなくなってしまった。ただ、伯父は俺の両親とも、祖父母とも、いろいろと確執があったらしい。父と伯父は異母兄弟だ。伯父の母親は夭折ようせつした先の王妃だった。たぶん、ガラテアの王位を継ぐべき人物は父ではなく、伯父だったんだろう。伯父は俺の母のことも口汚く罵っていた。衝撃のあまり呆然としていて、よく覚えていないが……」

　ヴァルターは言葉を切り、ぎりっと奥歯を噛みしめた。

「……伯父が俺を殺さなかったのは情けをかけたわけじゃない。ただ殺すよりも、帝国の奴隷──それも最底辺の奴隷身分に落として地べたを這いずり回らせ、殺し合いの見せ物で罵声を浴びせられながらなぶり殺しにされれば、よりいっそう溜飲が下がる──と思ったんじゃないか」

「ひ、ひどい！　そんなのただの八つ当たりよ……！」

「そうだな。たぶん、そうなんだろう。でも、その八つ当たりのおかげでこうして生き延びられた。あのとき伯父が殺すと決めていたら、まちがいなく俺は死んでいた。縛り上げられて、抵抗のしようもなかったから……」

　ヴァルターは枕にもたれかかり、髪を掻き上げながら嘆息した。

「皮肉なものだ。死ぬはずだった俺が生き延び、伯父の天下はたった数年しかもたずに帝国に呑み込まれた。俺を奴隷身分から解放してくれたのは母国を滅ぼした帝国の皇子で、俺は奴が皇太子になるために何年もこき使われた。もともとそのために買い取ったわけだが」

「……シルギス皇子を恨んでる？」

「どうかな。助けられたのは事実だし、ガラテアを併呑されたが間接的に両親の仇を取ってもらったことにもなる。伯父も取り立てて善政を敷いてたわけでもなさそうだ」

「わたしの知る限り、今のガラテアは安定しているみたいよ。帝国の支配に不満はあるようだけど、それは当然よね。政変後、交流が途絶えてしまったから、詳しいことはわからないけど。……それはそうと、ガラテアには戻ったの？」

「いや。なんとなく、その気になれなくてね」

　気持ちはわかる気がする。

「今の俺は帝国自由民だし、帝国領になったガラテアに行くことに支障はないんだが……戻ったところで両親に会えるわけでもない。たぶん……その事実を突きつけられるのが怖いんだ。遠く離れていれば、あの日までと同じ優しい世界がそこにまだあるような気がしていられるから……。都合のいい幻想だと、わかってはいるが」

　たまらなくなってアザレーはヴァルターの背に腕を回して抱きしめた。どんな言葉をかければいいのかわからず、ただ無言で抱きしめる。

「……いつかは覚悟を決めて帰ろうと思う。そのときは、一緒に来てくれるか……？」

「もちろんよ」

　力一杯頷くと、ヴァルターはかすかに笑ってアザレーを抱きしめた。

「アザレーのことは、遠い夢のようだった。いつしか本当にあれは夢だったんじゃないかと思い始めてた。解放されて、シルギス皇子の元を離れることにしたとき、どこへ行くつもりかと問われて答えに詰まった。ガラテアに戻る気にはなれなかったし、適当にぶらぶらすると言おうとして、ふとアザレーのことを思い出した。あの負けん気な、小さなお姫さまはどうしているだろうかと。アザレーに会ったら勇気がもらえるかもしれない、と思ってね」

　微笑みに頬を染め、ヴァルターを見上げる。

「それでアーダルベルトに来たの……？」

「ああ。しかしまさか、いきなり森で出くわすとは思わなかったな。きみにはいつも驚かされる。初めて会ったときも、突然プロポーズされてぽかんとした」

「め、迷惑だった……わよね」

「おもしろいな、と思った。正直あの頃は妹みたいに思ってた。俺は一人っ子だったし、親友のシュテファンの妹だから、自分の妹でもあるように感じてね」

　妹、か……。とアザレーはちょっとがっかりした。まぁ当然だろう。十四歳の少年が六歳の女の子を女性と見るわけがない。

「俺にとってアザレーは、ずっと小さな女の子のままだったんだ。ああ、悪く取らないでくれよ？」

「忘れないでくれただけでじゅうぶんよ」

「すでに二十歳くらいになっているはずだとわかっていても、どうにもぴんと来なくてな。盗賊から助けたときにアザレー姫だと知って、あまりにびっくりしたものだから、ついじろじろ見てしまった。すまん」

「い、いいのよ。それより、あなたのことわからなくて、ごめんなさい」

「わからなくて当然さ。剣奴生活でずいぶんガラが悪くなったからな」

　ニヤリとするヴァルターにきまりが悪くなって目を泳がせる。

「それほどでもないわ……」

「身体で払えなんて言って悪かった。冗談のつもりだったんだが、口にしたら、急にきみを誰にも渡したくないと強く感じたんだ。未だにブルーノがつきまとってることがわかって、にわかに不安になった……というのもあるかもな」

「ブルーノとどうにかなるなんてありえないから！」

「それでも焦った。何しろ俺の記憶にある可愛いお姫様が、いきなり美しい王女様になって現われたんだぞ？　無理もないだろう」

「い、いきなりなったわけじゃ、ないわよっ……」

「俺にはいきなりだ。それに、きみは俺の婚約者だ。いや、だったと言うべきなんだが、自分に優先権があるような気がしてしまって……。優先権なんて、勝手な言いぐさだな。すまん」

　アザレーは笑ってかぶりを振った。

「わたしには、いつだってあなたが最優先よ」

「きみは、一生結婚しない、独身を通すんだと言い張っただろう？　ひょっとして俺に──というかクルト王子に操みさおを立てているのか？　と思ったら、たまらなく嬉しくなって──気がついたら、キスしてた」

　頬を撫で、ちゅっとついばむように唇を重ねられる。

　彼は真剣なまなざしでアザレーを見つめた。

「アザレー。俺は昔の俺とは違ってしまったが、あの頃よりもずっときみが好きだ。きみを離したくない。他の誰にも渡したくない。だが、俺がきみに捧げられるものは、ただ愛と忠誠だけなんだ」

「それは、どんな王冠よりも価値のあるものよ」

　アザレーは囁いてヴァルターにキスを返した。

「心配しないで。わたしは喜んで我が国の『剣術指南役』と結婚するわ。だから、ね。ずっとわたしの騎士でいて」

「俺は永遠にきみだけの騎士だよ」

　ヴァルターは噛みしめるように囁き、繰り返しアザレーにくちづけた。

　するりと夜着が肩から滑り落ちる。あらわになったたわわな双果をやわやわと揉みしだきながら、緩急をつけて舌を吸われる。

「ん……ん……」

　鼻にかかった喘ぎが唇の隙間から洩れる。ちゅぷりと唾液を吸われ、誘い出した舌をねろねろとねぶりながら絡め絞られると、早くもほころびつつある花弁がじゅんと疼いた。

　熱いくちづけを交わしながらアザレーは手さぐりで男のシャツをはだけた。

　ヴァルターは抗わず、アザレーの舌をむさぼりながらシャツを脱ぎ捨て、裸身になってのしかかった。心地よい重みに瞳を潤ませ、彼の厚い胸板や、ごつごつした逞しい背中を夢中で撫でさする。

　皮膚の下でしなやかに筋肉がうねり、確かに今ここに彼が生きていることを実感してアザレーは感動に震えた。

「あなたの傷を、全部覚えたい」

「アザレー……」

　呻くように囁いて、彼はいっそう深くアザレーを掻き抱いた。

「きみに撫でてもらうと、すべての傷が跡形もなく消えてなくなる気がするよ」

　そうしてあげたいと心の底から願いながら彼を愛撫し、刻まれたいくつもの傷に唇を押し当てる。

　ヴァルターはそんなアザレーを愛おしそうに見つめ、額や目許に何度もキスした。

　きれいに筋肉の浮きでた腹部を撫で、思い切って手を伸ばし、半ば勃ち上がった雄茎に触れる。ヴァルターはかすかに目を瞠ったが、悪戯っぽく笑うとアザレーが手を動かしやすいように少し身体を離した。

　天鵞絨ビロードのようになめらかな手触りの太棹に指を巻きつけ、ためらいながら上下に扱いてみると、ヴァルターが耳元で囁いた。

「そのまま続けて」

　おずおずと両手で屹立を扱き、撫でさする。

　自分の手の中で彼の欲望がふくらんでいくことに、昂奮と悦びを覚えた。

　ヴァルターは体勢を変えて枕に寄り掛かり、膝を立てた。促されるまま屈み込み、怒張に唇を寄せる。ツッと舌先で肉棹の側面を舐めあげると、肩に置かれた男の手に力がこもった。

　感じてくれているのだと嬉しくなって、アザレーは舌全体を使って包み込むようにぞろりと舐めた。

「……っ、いつのまにそんなことを覚えたんだ」

　わざとらしく嘆息したヴァルターが、アザレーの髪を掻き分け、白いうなじを撫でる。くすぐったそうに肩をすくめ、アザレーは淫涙をこぼし始めた先端をそっと口に含んだ。

　玉袋を指先で優しく揉みながら唇で扱くたび、肉棒はますます怒張し、硬くなってゆく。

　夢中になって吸ったり舐めたりしていると、ヴァルターが急に身を捩り、ちゅぽんと棹が唇から抜けた。抱き寄せられ、たしなめるように軽く睨まれる。

「いけない王女様だ」

「……ごめんなさい、気持ちいいかと思って」

「ああ、危うく放ちそうになったぞ」

「いいのに……」

「胎なかで出したいんだ」

　憮然と言って、ふいに彼は窺うようにアザレーを見た。

「いやか？」

「今さら何言ってるのよ。いくら頼んでもやめてくれなかったのはいったい誰？　もしかしたらわたし、もう身ごもってるかもしれないんだけど」

　呆れるアザレーに、彼はますます眉を垂れる。

「すまん……。何かこう……証が欲しくて。アザレーが俺のものだって、宣言したかった。でも誰にも言わないって約束しちまったし……」

「わたしのお腹がふくらんでくれば、言わなくてもわかる、と？　ずいぶん自分勝手ね」

「……やっぱり困る？」

「困らないけど、できたら出産前に結婚したいわね」

「する！　明日結婚しよう」

「明日ってわけにもいかないでしょ」

　真顔で迫るヴァルターにたじたじとなって苦笑する。

　彼はアザレーを抱き寄せ、そっと腹を撫でた。

「アザレーと結婚して、子どもを作ったら……。永遠になくしたものが、わずかでも取り戻せるような気がしたんだ。……それも勝手な幻想だな。すまない」

「取り戻せるわ」

　アザレーはヴァルターを抱きしめ、囁いた。

「一緒に取り戻しましょう。なくしたものがどんなに大きくても、取り戻せるものはきっとある。わたしたち、力を合わせて新しい未来を築くのよ。ね？」

　ヴァルターは微笑んでアザレーにキスした。

「……ああ、そうだな。きみがいてくれれば取り戻せる気がする」

「いるわ。あなたの側に、ずっと」

　くちづけを交わしながら膝立ちすると、蜜の滴る隘路に指が入り込んだ。じゅぷじゅぷと抽挿されるのに合わせて腰を振り立てると蜜潮がたらたらと男の腿に滴り落ちた。

　やがて目も眩むような絶頂が訪れ、深く指を挿入されたままアザレーは悦楽に浸った。

　指が引き抜かれるや否や、今度は猛り勃つ勇槍に貫かれる。ずんっ、と先端が子宮口を押し上げ、目の前でちかちかと光が瞬いた。揺さぶられ、ずくずくと花筒を突き上げられて、アザレーは嬌声を上げて悶えた。

「あっ、あっ、あっ、あぁん、んんッ……」

「アザレー……。すごく締まる……」

　ぐっと腰を入れ、固く締まった熱杭でごりごりと奥処を抉られる快感に、意識が飛びそうになる。

「ひあ……、あ……！　すご……っ、きも、ちぃ……っ」

「く……」

　獣じみた唸り声をあげたヴァルターが、噛みつくように唇をふさぐ。

「ん……！　んん……んぅ……」

　自ら舌を差し出しながら、アザレーは無我夢中で腰を振りたくった。

　もっと欲しい。もっと彼が、もっと……もっと……！

「……俺のかたちは、もう覚えたな？」

　唇を吸いねぶりながら淫靡に問われ、涙ぐみながら何度も頷く。ヴァルターは褒めるように絡めた舌を優しく扱いた。

「ああ……蕩けてなくなりそうだ……」

　官能的な囁き声に悦びが込み上げた。

　いつのまにかリネンに背中を押しつけ、激しく腰を打ちつけられていた。愉悦の涙が美しい珠となって睫毛からこぼれ落ちる。

「ヴァルター……」

　囁くと同時に蜜鞘深く彼の欲望が弾け、熱い奔流がどっと押し寄せた。

　痙攣する媚壁が雄芯に絡みつき、貪欲にきゅうきゅうと絞り上げる。

　息を荒らげながらヴァルターはアザレーをぎゅっと抱きしめた。まだ蜜壺で彼の熱杭が脈打っている。

「アザレー……、愛してる」

　喘ぎすぎた喉が嗄れて返事ができない。アザレーは頷きながら繰り返し彼の背を撫でた。



　わたしたちは互いを取り戻した。

　これからは、ずっと一緒。手をつないで歩いていくのよ。

　花が咲くように、家族が増えていくでしょう。

　消えてしまったと嘆いたものは、かたちを変えて戻ってくるでしょう。

　それを抱きしめて、あなたと笑いあいたい。

　あなたにキスを。

　わたしたちに、キスを。

　やがて訪れる美しい日々に、愛を込めてキスを送るわ──。


　　　　　＊　　　＊　　　＊


　数年後。

　新皇帝として即位したシルギスは、旧ガラテア王国王子クルト＝ヴァルターのこれまでの働きに報むくいるとして、彼を侯爵に叙じょした。

　領地として与えられたのは、かつての王国領。

　ガラテア侯爵は最愛の妻と子どもたちを連れ、生まれ育った王城へ帰還した。


　さらに数代を経て、ガラテア侯国はついに帝国から実質的な独立を果たす。

　隣接するアーダルベルト王国は、今も大切な同盟国である。
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